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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声／ビデオ記録及び通信ドアベル（Ａ／Ｖドアベル）システムであって、
　外部電源から電力を取り出し、カメラと、マイクロフォンと、ボタンと、を含むＡ／Ｖ
ドアベルと、
　低インピーダンス状態及び高インピーダンス状態を含み、ドアベル信号デバイスと並列
に連結する電子デバイスと、
　前記ボタンが押し下げられたとき作動するタイマーと、を備え、
　前記電子デバイスが低インピーダンス状態のとき、前記Ａ／Ｖドアベルは前記電子デバ
イスを通るように前記外部電源から電力を取り出し、
　前記ボタンが押し下げられるとき、前記電子デバイスは低インピーダンス状態から高イ
ンピーダンス状態に移行し、前記タイマーが切れるときまでは前記電子デバイスが高イン
ピーダンス状態のままで作動する構成であり、前記ドアベル信号デバイスに分流するよう
に前記外部電源から前記電力を取り出す、Ａ／Ｖドアベルシステム。
【請求項２】
　さらに前記Ａ／Ｖドアベルのスイッチが電圧を加える閉位置と電圧を加えない開位置と
を含む、請求項１に記載のＡ／Ｖドアベルシステム。
【請求項３】
　前記ボタンが押し下げられるとき前記スイッチが開位置から閉位置に移行する、請求項
２に記載のＡ／Ｖドアベルシステム。
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【請求項４】
　前記電子デバイスは、前記スイッチが開位置のとき低インピーダンス状態で、閉位置の
とき高インピーダンス状態である、請求項２に記載のＡ／Ｖドアベルシステム。
【請求項５】
　前記スイッチは第１のスイッチであり、前記電子デバイスは、閉位置のとき低インピー
ダンス状態であり、開状態のとき高インピーダンス状態である第２のスイッチを含む、請
求項２に記載のＡ／Ｖドアベルシステム。
【請求項６】
　前記第１のスイッチが開位置から閉位置に移行するとき、前記第２のスイッチが閉位置
から開位置に移行する、請求項５に記載のＡ／Ｖドアベルシステム。
【請求項７】
　前記第２のスイッチが閉位置から開位置に移行するとき、前記電子デバイスが低インピ
ーダンス状態から高インピーダンス状態に移行する、請求項６に記載のＡ／Ｖドアベルシ
ステム。
【請求項８】
　さらに前記電子デバイスは、整流器と、ダイオードと、抵抗器と、を含み、
　前記第１のスイッチが開位置から閉位置に移行するとき、前記抵抗器によってバイアス
をかけられた前記ダイオードが前記第２のスイッチに閉位置から開位置に移行させるのに
十分な電流を伝導するように前記整流器が電圧を出力する、請求項５に記載のＡ／Ｖドア
ベルシステム。
【請求項９】
　前記電子デバイスは第１のコンパレータ回路をさらに含み、前記第１のスイッチが開位
置にあるとき、前記第２のスイッチを閉位置に戻す、請求項５に記載のＡ／Ｖドアベルシ
ステム。
【請求項１０】
　前記電子デバイスは第２のコンパレータ回路をさらに含み、前記第１のコンパレータ回
路が切れた場合には前記第２のスイッチを閉位置に戻す、請求項９に記載のＡ／Ｖドアベ
ルシステム。
【請求項１１】
　前記タイマーは第１のタイマーであって、前記Ａ／Ｖドアベルは第２のタイマーをさら
に含み、前記電子デバイスが低インピーダンス状態に移行し、前記第２のタイマーが切れ
るまでは高インピーダンス状態に移行しない、請求項１に記載のＡ／Ｖドアベルシステム
。
【請求項１２】
　前記Ａ／Ｖドアベルが前記クライアントデバイスへのコールが応答された旨の通知を受
信するとき、前記電子デバイスは低インピーダンス状態に移行する、請求項１に記載のＡ
／Ｖドアベルシステム。
【請求項１３】
　前記高インピーダンス状態が１Ｋオームより大きい抵抗を持つ、請求項１に記載のＡ／
Ｖドアベルシステム。
【請求項１４】
　前記電子デバイスが前記Ａ／Ｖドアベルの内部に配置される、請求項１に記載のＡ／Ｖ
ドアベルシステム。
【請求項１５】
　前記ドアベル信号デバイスが前記Ａ／Ｖドアベルの外部に配置される、請求項１に記載
のＡ／Ｖドアベルシステム。
【請求項１６】
　前記外部電源から取り出された電力は前記ドアベル信号デバイスを通るように分流し、
前記ドアベル信号デバイスに音を発信させる、請求項１に記載のＡ／Ｖドアベルシステム
。
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【請求項１７】
　前記ドアベル信号デバイスを通るように分流させた、前記外部電源から取り出された電
力が閾値を上回るとき、前記ドアベル信号デバイスが音を発信する、請求項１６に記載の
Ａ／Ｖドアベル。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本願は、２０１６年３月１５日に出願された米国仮出願第６２／３０８，７４６号に対
する優先権を主張するものであり、その全内容は参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本実施形態は、音声／ビデオ（Ａ／Ｖ）記録及び通信ドアベルシステムを含む、Ａ／Ｖ
記録及び通信デバイスに関する。特に、本実施形態は、係るデバイスによって記録された
ビデオのストリーミング及び記憶を改善するＡ／Ｖ記録及び通信デバイスの機能の改善に
関する。
【背景技術】
【０００３】
　自宅の安全は、多くの住宅所有者及び賃借人にとって懸念事項である。自身の自宅を保
護または監視しようとする人は、例えば、外部ドアまたは出入口を訪ねる人等の訪問者と
のビデオ通信及び音声通信を有することを希望する場合が多い。音声／ビデオ（Ａ／Ｖ）
記録及び通信ドアベルシステムは、この機能を提供し、また、犯罪の検出及び防止に役立
つ可能性もある。例えば、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルによって取り込まれた音声及び／
またはビデオを、クラウドにアップロードし、リモートサーバに記録することができる。
Ａ／Ｖ映像のその後の再視聴は、法執行機関が住宅侵入窃盗及び他の犯罪の犯人を捕らえ
るのを支援する可能性がある。さらに、住宅の玄関でのＡ／Ｖ記録及び通信ドアベルの存
在は、住宅侵入窃盗をする可能性のある者に対する強力な抑止手段としての役割を果たす
。
【発明の概要】
【０００４】
　本発明の低電力消費の音声／ビデオ（Ａ／Ｖ）記録及び通信ドアベルの様々な実施形態
は、いくつかの特徴があり、その特徴の単一のものは、その望ましい属性に単独で関与し
ない。以下に続く特許請求の範囲により表されるような本実施形態の範囲を限定すること
なく、そのより顕著な特徴をここで簡略に説明する。本説明を考慮した後、及び特に「発
明を実施するための形態」と題する項を読んだ後、本実施形態の特徴が本明細書に記載す
る利点をどのようにして提供するのかが理解される。
【０００５】
　本実施形態の一態様は、本実施形態以外の現在の音声／ビデオ（Ａ／Ｖ）記録及び通信
ドアベルシステムでは、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、ＡＣ電力供給装置から、信号デ
バイスに音を出させるために必要な閾値を上回る量の電力を取り出すため、Ａ／Ｖ記録及
び通信ドアベルを既存の家庭用ＡＣ電力供給装置（また、ＡＣ電源と称され得る）に接続
することが不可能ではない場合に困難であるという理解を含む。したがって、Ａ／Ｖ記録
及び通信ドアベルによって、信号デバイスは頻繁かつ不意に音を出し、この頻繁かつ不意
に音を出すことは、住宅の居住者（複数可）には厄介であるだけではなく、またドアベル
の実用性の評価を低くする。本実施形態は、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルの電力消費を、
信号デバイスに音を出させるために必要な閾値を下回る量まで制限することによって、こ
の問題を解決する。したがって、本発明のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、信号デバイス
に不意に音を出させることなく、既存の家庭用ＡＣ電力供給装置及び既存の信号デバイス
に接続されることができる。
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【０００６】
　第１の態様では、音声／ビデオ（Ａ／Ｖ）記録及び通信ドアベルシステムの
方法が提供され、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、カメラ、スピーカ、マイク、電力マネ
ージャ、電池、ＡＣ／ＤＣ整流器及びＤＣ／ＤＣ変換器を含み、Ａ／Ｖ記録及び通信ドア
ベルは、ＡＣ／ＤＣ整流器及びＤＣ／ＤＣ変換器によって、外部ＡＣ電源に接続され、本
方法は、電力マネージャが最大閾値電力まで、ＡＣ電源から電力を取り出すことであって
、閾値電力はＤＣ／ＤＣ変換器の出力において測定される、当該取り出すことと、ＡＣ電
源から取り出された電力が閾値電力に達するとき、電力マネージャが補助電力を電池から
取り出すことであって、その状態では、ＡＣ電源から取り出された電力は、ＤＣ／ＤＣ変
換器の出力において測定されたような閾値電力を決して超えない、当該取り出すこととを
含む。
【０００７】
　第１の態様の実施形態では、ＤＣ／ＤＣ変換器の出力において測定されたような閾値電
力は約１．４Ａである。
【０００８】
　第１の態様の別の実施形態では、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、さらに、ボタン及び
電子スイッチを含み、ボタンが押し下げられるとき、電子スイッチが閉鎖し、それによっ
て、電力マネージャから離れるようにＡＣ電源からの電力を分流する。
【０００９】
　第１の態様の別の実施形態では、電子スイッチが閉鎖するとき、ＡＣ電源からの電力は
、信号デバイスに音を発せさせるように、信号デバイスを通るように分流される。
【００１０】
　第１の態様の別の実施形態では、電子スイッチが閉鎖する前、ＡＣ電源から取り出され
た電力は、信号デバイス、及び信号デバイスと並列に接続される分路を通るように流れる
。
【００１１】
　第１の態様の別の実施形態では、電子スイッチが閉鎖する前、分路は低インピーダンス
状態である。
【００１２】
　第１の態様の別の実施形態では、電子スイッチが閉鎖するとき、分路は高インピーダン
ス状態に移行する。
【００１３】
　第１の態様の別の実施形態では、信号デバイスは、電気機械機器または電子機器である
。
【００１４】
　第１の態様の別の実施形態では、信号デバイスは、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルの外部
にある。
【００１５】
　第１の態様の別の実施形態では、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルはさらにタイマーを含み
、ボタンが押し下げられるとき、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルがクライアントデバイスへ
のコールが応答されているという通知を受信しない場合、タイマーはアクティブになり、
タイマーの期限が終了するまで電子スイッチは閉鎖された状態のままである。
【００１６】
　第１の態様の別の実施形態は、さらに、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルがクライアントデ
バイスへのコールが応答されているという通知を受信するときに開放する電子スイッチを
備える。
【００１７】
　第１の態様の別の実施形態では、タイマーは第１のタイマーであり、Ａ／Ｖ記録及び通
信ドアベルはさらに第２のタイマーを含み、本方法は、さらに、電子スイッチを開放し、
電子スイッチが開放するとき、第２のタイマーはアクティブになり、第２のタイマーの期
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限が終了するまで、電子スイッチが再度閉鎖することを防止することを含む。
【００１８】
　第１の態様の別の実施形態は、さらに、ボタンが押し下げられたことに応答して、警告
信号及びビデオ信号をネットワークデバイスに送信するＡ／Ｖ記録及び通信ドアベルを含
み、ビデオ信号はカメラによって取り込まれる画像を含む。
【００１９】
　第１の態様の別の実施形態は、さらに、ＡＣ電源から取り出された電力が閾値電力を下
回るとき、電力マネージャは、電池を充電するために、ＡＣ電源から取り出された電力の
一部を電池に向かわせることを含む。
【００２０】
　第２の態様では、音声／ビデオ（Ａ／Ｖ）記録及び通信ドアベルシステムが提供され、
Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、カメラ、スピーカ、マイク、電力マネージャ、電池、Ａ
Ｃ／ＤＣ整流器及びＤＣ／ＤＣ変換器を含むＡ／Ｖ記録及び通信ドアベルを備え、Ａ／Ｖ
記録及び通信ドアベルは、ＡＣ／ＤＣ整流器及びＤＣ／ＤＣ変換器によって、外部ＡＣ電
源に接続され、電力マネージャは、最大閾値電力まで、ＡＣ電源から電力を取り出すよう
に構成され、閾値電力はＤＣ／ＤＣ変換器の出力において測定され、ＡＣ電源から取り出
された電力が閾値電力に達するとき、電力マネージャは、さらに、補助電力を電池から取
り出すように構成され、その構成では、ＡＣ電源から取り出された電力は、ＤＣ／ＤＣ変
換器の出力において測定されたような閾値電力を決して超えない。
【００２１】
　第２の態様の実施形態では、ＤＣ／ＤＣ変換器の出力において測定されたような閾値電
力は約１．４Ａである。
【００２２】
　第２の態様の別の実施形態では、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、さらに、ボタン及び
電子スイッチを含み、ボタンが押し下げられるとき、電子スイッチは閉鎖するように構成
され、それによって、電力マネージャから離れるようにＡＣ電源からの電力を分流する。
【００２３】
　第２の態様の別の実施形態では、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、さらに、電子スイッ
チが閉鎖するとき、ＡＣ電源からの電力は、信号デバイスに音を発せさせるように、信号
デバイスを通るように分流させるように構成されている。
【００２４】
　第２の態様の別の実施形態はさらに分路を備え、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、さら
に、電子スイッチが閉鎖する前、ＡＣ電源から取り出された電力が、信号デバイス、及び
信号デバイスと並列に接続される分路を通るように流れるように構成されている。
【００２５】
　第２の態様の別の実施形態では、電子スイッチが閉鎖する前、分路は低インピーダンス
状態である。
【００２６】
　第２の態様の別の実施形態では、電子スイッチが閉鎖するとき、分路は高インピーダン
ス状態に移行する。
【００２７】
　第２の態様の別の実施形態では、信号デバイスは、電気機械機器または電子機器である
。
【００２８】
　第２の態様の別の実施形態では、信号デバイスは、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルの外部
にある。
【００２９】
　第２の態様の別の実施形態では、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルはさらにタイマーを含み
、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、さらに、ボタンが押し下げられるとき、Ａ／Ｖ記録及
び通信ドアベルがクライアントデバイスへのコールが応答されているという通知を受信し
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ない場合、タイマーはアクティブになり、タイマーの期限が終了するまで電子スイッチは
閉鎖された状態のままであるように構成されている。
【００３０】
　第２の態様の別の実施形態では、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルがクライアントデバイス
へのコールが応答されているという通知を受信するとき、電子スイッチは開放するように
構成されている。
【００３１】
　第２の態様の別の実施形態では、タイマーは第１のタイマーであり、Ａ／Ｖ記録及び通
信ドアベルはさらに第２のタイマーを含み、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、さらに、電
子スイッチが開放するとき、第２のタイマーはアクティブになり、第２のタイマーの期限
が終了するまで、電子スイッチが再度閉鎖することを防止するように構成されている。
【００３２】
　第２の態様の別の実施形態では、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、さらに、ボタンが押
し下げられたことに応答して、警告信号及びビデオ信号をネットワークデバイスに送信す
るように構成され、ビデオ信号はカメラによって取り込まれる画像を含む。
【００３３】
　第２の態様の別の実施形態では、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、さらに、ＡＣ電源か
ら取り出された電力が閾値電力を下回るとき、電力マネージャは、電池を充電するために
、ＡＣ電源から取り出された電力の一部を電池に向かわせるように構成されている。
【００３４】
　第３の態様では、音声／ビデオ（Ａ／Ｖ）記録及び通信ドアベルシステムの方法が提供
され、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、カメラ、スピーカ、マイク、ボタン、及び電子ス
イッチを含み、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、外部ＡＣ電源に接続され、本方法は、Ａ
／Ｖ記録及び通信ドアベルが電力を電源から取り出すことと、電力を信号デバイス、及び
信号デバイスと並列に接続される分路を通るように流すことであって、分路は低インピー
ダンス状態である、当該流すことと、ボタンが押し下げられるとき、電子スイッチは閉鎖
し、分路が高インピーダンス状態に移行し、それによって、電源から信号デバイスを通る
ように電力を分流し、信号デバイスに音を発せさせることとを含む。
【００３５】
　第３の態様の別の実施形態では、信号デバイスは、電気機械機器または電子機器である
。
【００３６】
　第３の態様の別の実施形態では、信号デバイスは、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルの外部
にある。
【００３７】
　第３の態様の別の実施形態では、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルはさらにタイマーを含み
、ボタンが押し下げられるとき、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルがクライアントデバイスへ
のコールが応答されているという通知を受信しない場合、タイマーはアクティブになり、
タイマーの期限が終了するまで電子スイッチは閉鎖された状態のままである。
【００３８】
　第３の態様の別の実施形態では、さらに、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルがクライアント
デバイスへのコールが応答されているという通知を受信するときに開放する電子スイッチ
を備える。
【００３９】
　第３の態様の別の実施形態では、タイマーは第１のタイマーであり、Ａ／Ｖ記録及び通
信ドアベルはさらに第２のタイマーを含み、本方法は、さらに、電子スイッチを開放し、
電子スイッチが開放するとき、第２のタイマーはアクティブになり、第２のタイマーの期
限が終了するまで、電子スイッチが再度閉鎖することを防止することを含む。
【００４０】
　第３の態様の別の実施形態は、さらに、ボタンが押し下げられたことに応答して、警告
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信号及びビデオ信号をネットワークデバイスに送信するＡ／Ｖ記録及び通信ドアベルを含
み、ビデオ信号はカメラによって取り込まれる画像を含む。
【００４１】
　第３の態様の別の実施形態は、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、さらに、再充電可能電
池を備える。
【００４２】
　第３の態様の別の実施形態は、さらに、ボタンが押し下げられたことに応答して、再充
電可能電池の電力レベルを閾値と比較することを含む。
【００４３】
　第３の態様の別の実施形態は、さらに、再充電可能電池の電力レベルが閾値以上の場合
だけ閉鎖する電子スイッチを備える。
【００４４】
　第４の態様では、音声／ビデオ（Ａ／Ｖ）記録及び通信ドアベルシステムが提供され、
カメラ、スピーカ、マイク、ボタン、及び電子スイッチを含むＡ／Ｖ記録及び通信ドアベ
ルを備え、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、外部ＡＣ電源に接続され、Ａ／Ｖ記録及び通
信ドアベルは電力を電源から取り出すように構成され、その構成では、電力は、信号デバ
イス、及び信号デバイスと並列に接続される分路を通るように流れ、分路は低インピーダ
ンス状態であり、ボタンが押し下げられるとき、電子スイッチは閉鎖するように構成され
、それによって、分路が高インピーダンス状態に移行し、電源から信号デバイスを通るよ
うに電力を分流し、信号デバイスに音を発せさせる。
【００４５】
　第４の態様の別の実施形態では、信号デバイスは、電気機械機器または電子機器である
。
【００４６】
　第４の態様の別の実施形態では、信号デバイスは、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルの外部
にある。
【００４７】
　第４の態様の別の実施形態では、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルはさらにタイマーを含み
、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、さらに、ボタンが押し下げられるとき、Ａ／Ｖ記録及
び通信ドアベルがクライアントデバイスへのコールが応答されているという通知を受信し
ない場合、タイマーはアクティブになり、タイマーの期限が終了するまで電子スイッチは
閉鎖された状態のままであるように構成されている。
【００４８】
　第４の態様の別の実施形態では、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルがクライアントデバイス
へのコールが応答されているという通知を受信するときに電子スイッチは開放するように
構成されている。
【００４９】
　第４の態様の別の実施形態では、タイマーは第１のタイマーであり、Ａ／Ｖ記録及び通
信ドアベルはさらに第２のタイマーを含み、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、さらに、電
子スイッチが開放するとき、第２のタイマーはアクティブになり、第２のタイマーの期限
が終了するまで、電子スイッチが再度閉鎖することを防止するように構成されている。
【００５０】
　第４の態様の別の実施形態では、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、さらに、ボタンが押
し下げられたことに応答して、警告信号及びビデオ信号をネットワークデバイスに送信す
るように構成され、ビデオ信号はカメラによって取り込まれる画像を含む。
【００５１】
　第４の態様の別の実施形態は、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、さらに、再充電可能電
池を備える。
【００５２】
　第４の態様の別の実施形態は、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、さらに、ボタンが押し
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下げられたことに応答して、再充電可能電池の電力レベルを閾値と比較するように構成さ
れている。
【００５３】
　第４の態様の別の実施形態は、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、さらに、再充電可能電
池の電力レベルが閾値以上の場合だけ電子スイッチを閉鎖するように構成されている。
【００５４】
　第５の態様では、音声／ビデオ（Ａ／Ｖ）記録及び通信ドアベルが提供され、囲いを有
するハウジングと、囲い内部に少なくとも部分的に位置するカメラと、囲い内部に少なく
とも部分的に位置するスピーカと、囲い内部に少なくとも部分的に位置するマイクと、囲
い内部に少なくとも部分的に位置し、かつ囲いの前面から外向きに突出するボタンと、囲
いの前面に位置するシールドとを備え、シールドは、ボタンの上方で囲いの前面に沿って
延在する上部と、ボタンの下方で囲いの前面に沿って延在する下部とを含み、カメラはシ
ールドの上部の後ろに位置する。
【００５５】
　第５の態様では、シールドの上部及びシールドの下部は、別個の部分である。
【００５６】
　第５の態様では、シールドの上部は、透明または半透明である。
【００５７】
　第５の態様の別の実施形態では、シールドの下部は赤外線を透過するが、可視スペクト
ルの光に対して部分的にまたはほとんど不透明である。
【００５８】
　第５の態様の別の実施形態は、さらに、囲いを覆うシェルを備える。
【００５９】
　第５の態様の別の実施形態では、シェルは、ぴったり係合している状態で囲いを受ける
ようにサイズ決定及び成形されている凹部を含み、その状態では、囲いの外側表面は、シ
ェルの内側表面に合致するように当接する。
【００６０】
　第５の態様の別の実施形態は、さらに、囲いの後部に固着される背面プレートを備え、
背面プレートは、背面プレートの端が囲いの端から外向きに延在するようにサイズ決定及
び成形され、それによって、シェルが囲いと噛合するとき、シェルが当接する辺縁を作る
。
【００６１】
　第５の態様の別の実施形態では、シェルは、前表面内に中央開口部を含む。
【００６２】
　第５の態様の別の実施形態では、中央開口部は、シールドに適応するようにサイズ決定
及び成形される。
【００６３】
　第５の態様の別の実施形態では、シールドは、シェルの中央開口部の内部にあり、その
状態では、シールドの前表面は、シェルの前表面と実質的に同一平面にあり、シールドの
外側端とシェル内の中央開口部の内側端との間に間隙がほとんどない、または全くない。
【００６４】
　第６の態様では、音声／ビデオ（Ａ／Ｖ）記録及び通信ドアベルが提供され、囲いを有
するハウジングと、囲い内部に少なくとも部分的に位置するカメラと、囲い内部に少なく
とも部分的に位置するスピーカと、囲い内部に少なくとも部分的に位置するマイクと、囲
い内部に少なくとも部分的に位置し、かつ囲いの前面から外向きに突出するボタンと、囲
いに重なるように構成される複数のシェルとを備え、シェルのそれぞれは、ぴったり係合
している状態で囲いを受けるようにサイズ決定及び成形されている凹部を含み、その状態
では、囲いの外側表面は、シェルのそれぞれの内側表面に合致するように当接し、シェル
のそれぞれは異なる色である。
【００６５】
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　第６の態様の別の実施形態は、さらに、囲いの前面に位置するシールドを備える。
【００６６】
　第６の態様の別の実施形態では、シェルのそれぞれは、前表面内に中央開口部を含む。
【００６７】
　第６の態様の別の実施形態では、中央開口部は、シールドに適応するようにサイズ決定
及び成形される。
【００６８】
　第６の態様の別の実施形態では、シールドは、シェルのそれぞれの中央開口部の内部に
存在し、その状態では、シールドの前表面は、シェルのそれぞれの前表面と実質的に同一
平面にあり、シールドの外側端とシェルのそれぞれの内部の中央開口部の内側端との間に
間隙がほとんどない、または全くない。
【００６９】
　本発明の低電力消費の音声／ビデオ（Ａ／Ｖ）記録及び通信ドアベルの様々な実施形態
は、ここで、有益な特徴を強調することに重点を置いて詳細に説明される。これらの実施
形態は、例示の目的だけのための付随の図面に示される、新規及び非自明の低電力消費の
Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルを示す。これらの図面は、類似する数字が類似する部分を示
す以下の図を含む。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本実施形態による、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルシステムを示す機能ブロック図
である。
【図２】本開示の様々な態様による、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルシステムからＡ／Ｖコ
ンテンツをストリーミング及び記憶するためのプロセスを示すフローチャートである。
【図３】本開示による、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルシステムの実施形態を示す機能ブロ
ック図である。
【図４】本開示による、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルの実施形態の前面斜視図である。
【図５】図４のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベルの後面斜視図である。
【図６】カバーが取り外されている状態を示す、図４のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベルの部
分分解前面斜視図である。
【図７】図７は、図４のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベルの様々な内部構成要素の前面斜視図
である。図７Ａは、本開示の様々な態様による、赤外線（ＩＲ）発光ダイオード（ＬＥＤ
）プリント回路基板（ＰＣＢ）の別の実施形態の前面斜視図である。
【図８】図４のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベルの様々な内部構成要素の前面斜視図である。
【図９】図４のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベルの様々な内部構成要素の前面斜視図である。
【図１０】図４の線９－９を通るように沿って取られた、図４のＡ／Ｖ記録及び通信ドア
ベルの右側断面図である。
【図１１】図４のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベルの様々な内部構成要素の後面斜視図である
。
【図１２】図４のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベルの様々な内部構成要素の後面斜視図である
。
【図１３】図４のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベルの様々な内部構成要素の後面斜視図である
。
【図１４】本開示の様々な態様による、プロセスを示すフローチャートである。
【図１５】本開示による、分路の実施形態を示す機能ブロック図である。
【図１６】図１５の分路の第１のコンパレータ回路の実施形態を示す回路図である。
【図１７】図１５の分路の第２のコンパレータ回路の実施形態を示す回路図である。
【図１８】図１６の第１のコンパレータ回路に関する波形図である。
【図１９】図１６の第１のコンパレータ回路に関する波形図である。
【図２０】図１７の第２のコンパレータ回路に関する波形図である。
【図２１】図１７の第２のコンパレータ回路に関する波形図である。
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【図２２】本開示の様々な態様による、プロセスを示すフローチャートである。
【図２３】本開示の様々な態様による、プロセスを示すフローチャートである。
【図２４】本開示の様々な態様による、侵入ゾーンを作るための技法の模式図である。
【図２５】本開示の様々な態様による、本実施形態が実施され得るクライアントデバイス
の機能ブロック図である。
【図２６】本開示の様々な態様による、本実施形態が実施され得る汎用コンピューティン
グシステムの機能ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００７１】
　以下の発明を実施するための形態では、図面を参照して本実施形態を説明する。図面に
おいて、本実施形態の要素に参照番号がラベル付けられる。これらの参照番号は、対応す
る図面の特徴の説明と関連して以下に再現される。
【００７２】
　本発明の低電力消費の音声／ビデオ（Ａ／Ｖ）記録及び通信ドアベルの実施形態は、図
を参照して下記に説明される。これらの図、及びその書面による説明は、装置の特定の構
成要素が一体的に形成され、特定の他の構成要素が別個の部分として形成されていること
を示す。当業者は、一体的に形成されているものとして本明細書に示され、及び説明され
る構成要素が、代替実施形態では別個の部分として形成され得ることを理解している。当
業者は、さらに、別個の部分として形成されているものとして本明細書に示され、及び説
明される構成要素が、代替実施形態では一体的に形成され得ることを理解している。さら
に、本明細書で使用されるような用語「一体化」は、単一の一体的な部分を説明するもの
である。
【００７３】
　図１を参照すると、本実施形態は、音声／ビデオ（Ａ／Ｖ）記録及び通信ドアベル１０
０を含む。Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１００は、通常、例えば、住居、会社、保管施設
等の建造物（図示されない）への入口の近くに位置する。Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１
００は、カメラ１０２、マイク１０４、及びスピーカ１０６を含む。カメラ１０２は、例
えば、７２０ｐもしくは１０８０ｐの画像表示解像度で、または１０８０ｐよりも良好な
画像表示解像度を含む任意の他の画像表示解像度で、ビデオ画像を取り込むことが可能で
あるもの等の高解像度（ＨＤ）ビデオカメラを備え得る。図示されていないが、Ａ／Ｖ記
録及び通信ドアベル１００は、また、ハウジング、１つ以上の動きセンサ（及び／または
他の種類のセンサ）、ボタン等の他のハードウェア及び／または構成要素を含み得る。Ａ
／Ｖ記録及び通信ドアベル１００はさらに、以下の両方の特許がその全体が参照により完
全に記載されたかのように本明細書に組み込まれる、米国特許出願公開第２０１５／００
２２６２０号（出願第１４／４９９，８２８号）及び第２０１５／００２２６１８号（出
願第１４／３３４，９２２号）に記載される無線通信ドアベルと同様の構成部品及び／ま
たは機能を含み得る。
【００７４】
　図１をさらに参照すると、Ａ／Ｖ記録及び通信デバイス１００は、例えば、有線ネット
ワーク及び／または無線ネットワークであり得る、ユーザのネットワーク１１０と通信す
る。ユーザのネットワーク１１０が無線である、または無線構成要素を含む場合、ネット
ワーク１１０は、ＩＥＥＥ８０２．１１規格及び／または他の無線通信規格（複数可）と
互換性があるＷｉ－Ｆｉネットワークであり得る。ユーザのネットワーク１１０は、例え
ば、インターネット及び／または公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）を含み得る別のネットワー
ク１１２に接続される。下記に説明されるように、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１００は
、ユーザのネットワーク１１０及びネットワーク１１２（インターネット／ＰＳＴＮ）を
介してユーザのクライアントデバイス１１４と通信し得る。ユーザのクライアントデバイ
ス１１４は、例えば、スマートフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、または別の通信デバイ
ス等の携帯電話（また、セル方式の携帯電話と称され得る）を備え得る。ユーザのクライ
アントデバイス１１４は、ストリーミング画像及び／または記録されたビデオ画像を表示
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することが可能であるディスプレイ（図示されない）及び関連する構成要素を備える。ユ
ーザのクライアントデバイス１１４は、また、ストリーミング音声及び／または記録され
た音声を放送することが可能であるスピーカ及び関連する構成要素を含み得、また、マイ
クを含み得る。Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１００は、ユーザのネットワーク１１０及び
ネットワーク１１２（インターネット／ＰＳＴＮ）を介して、１つ以上のリモートストレ
ージデバイス（複数可）１１６（「クラウドストレージデバイス（複数可）」と区別なく
称され得る）、１つ以上のサーバ１１８、及び／またはバックエンドＡＰＩ（アプリケー
ションプログラミングインタフェース）１２０と通信し得る。図１は、ストレージデバイ
ス１１６、サーバ１１８、及びバックエンドＡＰＩ１２０をネットワーク１１２とは別個
の構成要素として示しているが、ストレージデバイス１１６、サーバ１１８、及び／また
はバックエンドＡＰＩ１２０をネットワーク１１２の構成要素であると考慮し得ることを
理解されたい。
【００７５】
　ネットワーク１１２は、図１に示されるような上述のモジュール、デバイス、及びシス
テムを連結して機能するように構成された任意の無線ネットワークもしくは任意の有線ネ
ットワークまたはその組み合わせであり得る。例えば、ネットワーク１１２は、公衆交換
電話網（ＰＳＴＮ）、インターネット、ローカルイントラネット、パーソナルエリアネッ
トワーク（ＰＡＮ）、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、ワイドエリアネットワー
ク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、仮想プライベートネット
ワーク（ＶＰＮ）、ストレージエリアネットワーク（ＳＡＮ）、フレームリレー接続、高
度インテリジェントネットワーク（ＡＩＮ）接続、同期光ネットワーク（ＳＯＮＥＴ）接
続、デジタルＴ１回線、Ｔ３回線、Ｅ１回線、もしくはＥ３回線、デジタルデータサービ
ス（ＤＤＳ）接続、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）接続、イーサネット接続、ＩＳＤＮ（
デジタル総合サービス網）回線、Ｖ．９０、Ｖ．３４、もしくはＶ．３４ｂｉｓアナログ
モデム接続等のダイヤルアップ接続、ケーブルモデム、非同期転送モード（ＡＴＭ）接続
、または光ファイバー分散データインタフェース（ＦＤＤＩ）接続もしくは銅線分散デー
タインタフェース（ＣＤＤＩ）接続の１つ以上を含み得る。さらに、通信は、また、ワイ
ヤレスアプリケーションプロトコル（ＷＡＰ）、汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）
、グローバルシステムフォーモバイルコミュニケーション（ＧＳＭ）、符号分割多元接続
（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、（周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）及び／
または直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）セルラー電話網、ＧＰＳ、セルラーデジタ
ルパケットデータ（ＣＤＰＤ）、Ｒｅｓｅａｒｃｈ　ｉｎ　Ｍｏｔｉｏｎ，　Ｌｉｍｉｔ
ｅｄ（ＲＩＭ）全二重ページングネットワーク、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ無線、またはＩＥＥ
Ｅ８０２．１１ベースの無線周波数ネットワークを含む、様々な無線ネットワークのいず
れかへのリンクを含み得る。ネットワークは、さらに、ＲＳ－２３２シリアル接続、ＩＥ
ＥＥ－１３９４（ファイヤーワイヤー）接続、ファイバチャネル接続、ＩｒＤＡ（赤外線
）ポート、小型コンピュータシステムインタフェース（ＳＣＳＩ）接続、ユニバーサルシ
リアルバス（ＵＳＢ）接続、または他の無線もしくは有線のデジタルもしくはアナログの
インタフェースもしくは接続、メッシュもしくはＤｉｇｉ（登録商標）ネットワーキング
のうちの任意の１つ以上を含み得る、または、それらとインタフェースをとり得る。
【００７６】
　本実施形態の１つ以上の態様によると、人（「ビジター」と区別なく称され得る）がＡ
／Ｖ記録及び通信ドアベル１００に達すると、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１００は、ビ
ジターの存在を検出し、カメラ１０２の視野内でビデオ画像を取り込み始める。Ａ／Ｖ記
録及び通信ドアベル１００は、また、マイク１０４によって音声を取り込み得る。Ａ／Ｖ
記録及び通信ドアベル１００は、カメラ１０２及び／または動きセンサを使用して動きを
検出することによって、及び／またはビジターがＡ／Ｖ記録及び通信ドアベル１００のボ
タンを押し下げたことを検出することによってビジターの存在を検出し得る。
【００７７】
　ビジターの検出に応えて、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１００は、ユーザのネットワー
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ク１１０及びネットワーク１１２を介して、ユーザのクライアントデバイス１１４（図１
）に警告を送信する。Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１００は、また、ユーザのクライアン
トデバイス１１４に、ストリーミングビデオを送信し、また、ストリーミング音声を送信
し得る。ユーザが警告に応答する場合、双方向音声通信が、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル
１００及びユーザのクライアントデバイス１１４を通してビジターとユーザとの間に発生
し得る。ユーザは、コールの持続時間を通してビジターを視認する場合があるが、ビジタ
ーは（Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１００が、いくつかの実施形態では含み得るディスプ
レイを含まない場合）ユーザを見ることができない。
【００７８】
　Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１００のカメラ１０２によって取り込まれるビデオ画像（
及びマイク１０４によって取り込まれる音声）は、クラウドにアップロードされ、リモー
トストレージデバイス１１６（図１）に記録され得る。いくつかの実施形態では、ビデオ
及び／または音声は、ユーザが自身のクライアントデバイス１１４に送信される警告を無
視することを選ぶ場合でさえも、リモートストレージデバイス１１６に記録され得る。
【００７９】
　図１をさらに参照すると、本システムはさらに、１つ以上の構成要素を含むバックエン
ドＡＰＩ１２０を備え得る。バックエンドＡＰＩ（アプリケーションプログラミングイン
タフェース）は、例えば、サーバ（例えば、リアルサーバ、または、仮想マシン、または
サービスとしてクラウドインフラストラクチャで実行中のマシン）、またはそれにアクセ
スするクライアント（複数可）に少なくとも１つのＡＰＩを公開する一緒にネットワーク
化された複数のサーバを含み得る。これらのサーバは、キャッシュ層、またはデータベー
ス層、または他の構成要素等、どのような他の構成要素が含まれるのかに応じて、例えば
、アプリケーションサーバ（例えば、ソフトウェアサーバ）等の構成要素を含み得る。バ
ックエンドＡＰＩは、例えば、係るアプリケーションを多く備え得、アプリケーションの
それぞれは、そのパブリックのＡＰＩを使用して相互に通信し得る。いくつかの実施形態
では、ＡＰＩバックエンドは、ユーザデータの大半を保持し、ユーザに管理機能を提供し
、クライアントにかなり限られた状態をもたらし得る。
【００８０】
　図１に示すバックエンドＡＰＩ１２０は、１つ以上のＡＰＩを含み得る。ＡＰＩは、ソ
フトウェア及びアプリケーションを構築するためのルーチン、プロトコル、及びツールの
セットである。ＡＰＩは、その動作、入力、出力、及び基底型に関するソフトウェア構成
要素を表し、その各々の実装とは無関係である機能を定義し、これは、定義及び実装がイ
ンタフェースを損なうことなく変わることを可能にする。有益なことに、ＡＰＩは、プロ
グラマがアプリケーション自体を修正する必要なくアプリケーションの機能へのアクセス
を提供し得る、またはさらにアプリケーションがどのように機能するのかを理解し得る。
ＡＰＩは、ウェブベースのシステム、オペレーティングシステム、またはデータベースシ
ステム用のものであり得、ＡＰＩは、所与のプログラミング言語を使用し、そのシステム
用のアプリケーションを開発するためのファシリティを提供する。データベース、または
ハードディスクドライブもしくはビデオカードのようなコンピュータハードウェアにアク
セスすることに加えて、ＡＰＩは、ＧＵＩ構成要素をプログラムする作業を軽減すること
ができる。例えば、ＡＰＩは、既存のアプリケーション（いわゆる、「プラグインＡＰＩ
」）への新しい特徴の統合を容易にすることができる。ＡＰＩは、また、データを共有す
ることで他の違うアプリケーションを支援することができ、これは、アプリケーションの
機能を統合し及びそれを高めることに役立つことができる。
【００８１】
　図１に示されるバックエンドＡＰＩ１２０は、さらに、１つ以上のサービス（また、ネ
ットワークサービスと称される）を含み得る。ネットワークサービスは、データの記憶、
操作、提示、通信、及び／または他の能力を提供するアプリケーションである。ネットワ
ークサービスは、多くの場合、アプリケーション層ネットワークプロトコルに基づいて、
クライアントサーバアーキテクチャを使用して実施される。各サービスは、（複数のサー
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ビスを提供する専用サーバコンピュータ等の）１つ以上のコンピュータで実行中のサーバ
構成要素によって提供され、他のデバイスで実行中のクライアント構成要素によってネッ
トワークを介してアクセスされ得る。しかしながら、クライアント構成要素及びサーバ構
成要素は両方とも同じマシンで実行できる。クライアント及びサーバは、ユーザインタフ
ェースと、時々、それらと関連付けられる他のハードウェアとを有し得る。
【００８２】
　図２は、本開示の様々な態様による、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルシステムからＡ／Ｖ
コンテンツをストリーミング及び記憶するためのプロセスを示すフローチャートである。
ブロックＢ２００において、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１００は、ビジターの存在を検
出し、カメラ１０２の視野内でビデオ画像を取り込み始める。Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベ
ル１００は、また、マイク１０４によって音声を取り込み得る。上記に説明されたように
、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１００は、カメラ１０２及び／または動きセンサを使用し
て動きを検出することによって、及び／またはビジターがＡ／Ｖ記録及び通信ドアベル１
００のボタンを押し下げたことを検出することによってビジターの存在を検出し得る。
【００８３】
　ブロックＢ２０２において、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１００の通信モジュールは、
ユーザのネットワーク１１０及びネットワーク１１２を介して、ネットワーク１１２内の
デバイスに要求を送信する。例えば、要求が送信されるネットワークデバイスは、サーバ
１１８等のサーバであり得る。サーバ１１８は、他のマシンまたはソフトウェア（クライ
アント）からの要求を待機し、要求に応えるコンピュータプログラム及び／またはマシン
を備え得る。サーバは、通常、データを処理する。サーバの１つの目的は、クライアント
間で、データ及び／またはハードウェアリソース及び／またはソフトウェアリソースを共
有することである。このアーキテクチャは、クライアント―サーバモデルと呼ばれる。ク
ライアントは、同じコンピュータで実行し得る、またはネットワークを介してサーバに接
続し得る。コンピューティングサーバの例として、データベースサーバ、ファイルサーバ
、メールサーバ、プリントサーバ、ウェブサーバ、ゲームサーバ、及びアプリケーション
サーバが挙げられる。用語「サーバ」は、１つ以上のクライアントプロセスに対してリソ
ースを共有する任意のコンピュータ化されたプロセスを含むと広く解釈されてよい。
【００８４】
　その要求に応答して、ブロックＢ２０４において、ネットワークデバイスは、ユーザの
ネットワーク１１０及びネットワーク１１２を通して、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１０
０をユーザのクライアントデバイス１１４に接続し得る。ブロックＢ２０６において、Ａ
／Ｖ記録及び通信ドアベル１００は、カメラ１０２、マイク１０４、及び／または任意の
他の利用可能なセンサを使用し、利用可能な音声データ及び／またはビデオデータを記録
し得る。ブロックＢ２０８において、音声データ及び／またはビデオデータは、ユーザの
ネットワーク１１０及びネットワーク１１２を介して、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１０
０からユーザのクライアントデバイス１１４に伝達（ストリーミング）され得る。ブロッ
クＢ２１０において、ユーザは、自身のクライアントデバイス１１４で、コールを受け入
れるまたは拒否するかのどちらかを行うようにプロンプトがある通知を受信し得る。
【００８５】
　ブロックＢ２１２において、当該プロセスは、ユーザがコールを受け入れる、または拒
否するかどうかを判定する。ユーザが通知を拒否する場合、当該プロセスはブロックＢ２
１４に進み、そこで、音声データ及び／またはビデオデータは記録され、クラウドサーバ
に記憶される。セッションはブロックＢ２１６で終了し、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１
００とユーザのクライアントデバイス１１４との間の接続は終了する。しかしながら、ユ
ーザが通知を受け入れる場合、ブロックＢ２１８において、ユーザは、ユーザのクライア
ントデバイス１１４を通してビジターと通信し、その間に、カメラ１０２、マイク１０４
、及び／または他のセンサによって取り込まれた音声データ及び／またはビデオデータは
、ユーザのクライアントデバイス１１４にストリーミングされる。コールの最後に、ユー
ザは、ユーザのクライアントデバイス１１４とＡ／Ｖ記録及び通信ドアベル１００との間
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の接続を終了し得、セッションはブロックＢ２１６で終了する。いくつかの実施形態では
、音声データ及び／またはビデオデータは、ユーザが通知を受け入れ、ユーザのクライア
ントデバイス１１４を通してビジターと通信する場合でさえも、記録され、クラウドサー
バ（ブロックＢ２１４）に記憶され得る。
【００８６】
　現在の住居の多くは、Ａ／Ｖ通信能力を有しない有線ドアベルシステムを含む。その代
わりに、標準的有線ドアベルシステムは、玄関ドアの隣に、住宅の外側にあるボタンを含
む。そのボタンは、建物の内側にある信号デバイス（ベルまたはブザー等）をアクティブ
にする。ドアベルボタンを瞬間的に押すことで、ドアベル回路を閉鎖し、ドアベル回路は
、例えば、単極の単投（ＳＰＳＴ）の押しボタンスイッチであり得る。ボタンの一方の端
子は、変圧器の端子に有線接続される。変圧器は、１２０ボルトまたは２４０ボルト（家
庭用ＡＣ電力）を低電圧（通常、１６から２４ボルト）に下げる。変圧器の別の端子は、
信号デバイスの端子に有線接続される。信号デバイスの別の端子は、ボタンの他の端子に
有線接続される。一般的な信号デバイスは、２つの平坦な金属棒共振回路を含み、金属棒
共振回路は、２つのソレノイドによって動作するプランジャによって当てられる。平棒は
、異なる音色に調整される。ドアベルボタンを押すと、第１のソレノイドのプランジャが
棒の一方に当たり、ボタンが解放されると、プランジャのバネは、プランジャを押し上げ
、プランジャを他の棒に当てさせ、２つの音調の音（「ピンポーン」）を作る。
【００８７】
　現在のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベルシステム（本実施形態以外のもの）の多くは、前述
の段落に説明される種類の既存の有線のドアベルシステムと互換性がない。この互換性が
ない１つの理由として、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、信号デバイスに音を出させるた
めに必要な閾値を上回る量の電力を家庭用ＡＣ電力供給装置から取り出す。したがって、
Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルによって、信号デバイスは頻繁かつ不意に音を出し、この頻
繁かつ不意に音を出すことは、住宅の居住者（複数可）には厄介であるだけではなく、ま
たドアベルの実用性の評価を低くする。本実施形態は、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルの電
力消費を、信号デバイスに音を出させるために必要な閾値を下回る量まで制限することに
よって、この問題を解決する。したがって、本発明のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベルの実施
形態は、信号デバイスに不意に音を出させることなく、既存の家庭用ＡＣ電力供給装置及
び既存の信号デバイスに接続されることができる。
【００８８】
　いくつかの利点は、既存の家庭用ＡＣ電力供給装置に接続される本実施形態の機能から
生じる。例えば、本発明のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベルのカメラは、連続的に電力供給さ
れることができる。典型的な電池式Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルでは、カメラは、電池が
かなり急速に空にならないように、期間の一部だけに電力供給される。対照的に、本実施
形態は、主要な（または、唯一の）電力供給装置として、電池に依存せず、したがって、
連続的に、カメラに電力供給することを継続することが可能である。カメラを連続的に電
力供給することが可能であるため、カメラは常に記録することができ、記録された映像を
回転バッファまたはスライドウィンドウに連続的に記憶することができる。いくつかの実
施形態では、約１０秒～１５秒の記録された映像を回転バッファまたはスライドウィンド
ウに連続的に記憶することができる。また、カメラを連続的に電力供給することが可能で
あるため、カメラを動き検出に使用することができ、したがって、パッシブ赤外線センサ
（ＰＩＲ）等の別個の動き検出デバイスのいかなる必要性も排除する。ＰＩＲを排除する
ことで、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルの設計が簡略化され、ドアベルをよりコンパクトに
することが可能となる。また、カメラに連続的に電力供給することが可能であるため、カ
メラはＩＲカットフィルタの現在の状態を制御する際に、かつＩＲ　ＬＥＤをオン及びオ
フする際に使用される光検出器として使用されることができる。光検出器としてカメラを
使用することで、別個の光検出器のいかなる必要性も排除し、それによって、さらに、Ａ
／Ｖ記録及び通信ドアベルの設計が簡略化され、ドアベルをさらによりコンパクトにする
ことが可能となる。
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【００８９】
　図３～１３は、本開示の様々な態様による、低電力消費のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベル
１３０の一実施形態を示す。図３は、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０の様々な構成要
素及び相互に対するそれらの関係を示す機能ブロック図である。例えば、Ａ／Ｖ記録及び
通信ドアベル１３０は、家庭用ＡＣ電力供給装置１３４（また、ＡＣ電源と称され得る）
等の外部ＡＣ（交流）電力の源に接続されるように構成される１対の端子１３１、１３２
を含む。ＡＣ電源１３４は、例えば、１６～２４ＶＡＣの範囲の電圧を有し得る。受電Ａ
Ｃ電源１３４をＡＣ／ＤＣ整流器１３６によってＤＣ（直流）に変換し得る。ＡＣ／ＤＣ
整流器１３６の出力をＤＣ／ＤＣ変換器１３８の入力に接続し得、ＤＣ／ＤＣ変換器１３
８は、ＡＣ／ＤＣ整流器１３６の出力からの電圧を、例えば、１６～２４ＶＤＣから約５
ＶＤＣの低電圧に下げ得る。様々な実施形態では、ＤＣ／ＤＣ変換器１３８の出力は、例
えば、約２．５Ｖ～約７．５Ｖの範囲内であり得る。
【００９０】
　図３をさらに参照すると、ＤＣ／ＤＣ変換器１３８の出力は、電力マネージャ１４０に
接続され、電力マネージャ１４０は、プロセッサコア、メモリ、及び／またはプログラム
可能入出力周辺装置を含む集積回路を備え得る。一非限定的例では、電力マネージャ１４
０は、Ｔｅｘａｓ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓによって製造されたＢＱ２４７７３チップ等
の市販の部品であり得る。下記に詳細に説明されるように、電力マネージャ１４０は、と
りわけ、外部電力供給装置１３４から取り出された電力量と、電池１４２から取り出され
た補助電力量を制御し、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０を電力供給する。電力マネー
ジャ１４０は、例えば、閾値電力取出しを超えないように、外部電力供給装置１３４から
取り出された電力量を制限し得る。一非限定的例では、ＤＣ／ＤＣ変換器１３８の出力に
おいて測定されたような閾値電力は、１．４Ａに等しい場合がある。電力マネージャ１４
０は、また、外部電力供給装置１３４から取り出された電力量と、電池１４２を再充電す
るために電池１４２に向かう電力量とを制御し得る。電力マネージャ１４０の出力は、電
力シーケンス制御装置１４４に接続され、電力シーケンス制御装置１４４は、Ａ／Ｖ記録
及び通信ドアベル１３０の他の構成要素への電源供給のシーケンスを制御する。他の構成
要素は、通信モジュール１４６、フロントボタン１４８、マイク１５０、スピーカドライ
バ１５１、スピーカ１５２、オーディオＣＯＤＥＣ（コーダデコーダ）１５３、カメラ１
５４、赤外線（ＩＲ）光源１５６、ＩＲカットフィルタ１５８、プロセッサ１６０（また
、制御装置１６０と称され得る）、複数の光インジケータ１６２、及び光インジケータ１
６２用の制御装置１６４を含むものである。これらの構成要素のそれぞれは、下記に詳細
に説明される。電力シーケンス制御装置１４４は、プロセッサコア、メモリ、及び／また
はプログラム可能入出力周辺装置を含む集積回路を備え得る。一非限定的例では、電力シ
ーケンス制御装置１４４は、Ｒｉｃｈｔｅｋによって製造されたＲＴ５０２４チップ等の
市販の部品であり得る。
【００９１】
　図３をさらに参照すると、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、さらに、フロントボ
タン１４８を押し下げるときに閉鎖する電子スイッチ１６６を備える。下記にさらに説明
されるように、電子スイッチ１６６が閉鎖すると、ＡＣ電源１３４からの電力は、Ａ／Ｖ
記録及び通信ドアベル１３０の外部にある信号デバイス１６８を通るように分流され、信
号デバイス１６８に音を発せされる。一非限定的例では、電子スイッチ１６６は、トライ
アックデバイスであり得る。下記にさらに説明されるように、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベ
ル１３０は、さらに、プロセッサ１６０のハードリセットを始めるように構成されるリセ
ットボタン１７０を備える。
【００９２】
　図３をさらに参照すると、下記に説明されるように、プロセッサ１６０は、データ処理
及び様々な他の機能を行い得る。プロセッサ１６０は、プロセッサコア、メモリ１７２、
不揮発性メモリ１７４、及び／またはプログラム可能入出力周辺装置（図示されない）を
含む集積回路を備え得る。メモリ１７２は、例えば、ＤＤＲ３（ダブルデータレートタイ
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プ３同期ダイナミックランダムアクセスメモリ）を備え得る。不揮発性メモリ１７４は、
例えば、ＮＡＮＤフラッシュメモリを備え得る。図３に示される実施形態では、メモリ１
７２及び不揮発性メモリ１７４は、プロセッサ１６０を表すボックス内に示される。図３
に示される実施形態は単なる例であり、いくつかの実施形態では、メモリ１７２及び／ま
たは不揮発性メモリ１７４は、必ずしも、プロセッサ１６０と物理的に組み込まれる必要
がないことを理解されたい。メモリ１７２及び／または不揮発性メモリ１７４は、それら
の物理的な場所に関わらず、本発明のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０の１つ以上の他
の構成要素（プロセッサ１６０に加えたもの）によって共有され得る。
【００９３】
　ユーザとビジターとの間のデジタル音声の転送は、プロセッサ１６０に連結して機能す
るオーディオＣＯＤＥＣ１５３を使用して圧縮及び展開され得る。ビジターが話している
とき、ビジターからの音声は、オーディオＣＯＤＥＣ１５３によって圧縮され、デジタル
音声データは、ユーザのネットワーク１１０を介して、通信モジュール１４６を通ってネ
ットワーク１１２に送信され、サーバ１１８によって送られ、ユーザのクライアントデバ
イス１１４に送達される。ビジターが話しているとき、ネットワーク１１２、ユーザのネ
ットワーク１１０、及び通信モジュール１４６を通って転送された後、デジタル音声デー
タは、オーディオＣＯＤＥＣ１５３によって展開され、スピーカドライバ１５１によって
動作するスピーカ１５２によってビジターに発せられる。
【００９４】
　図３をさらに参照すると、本実施形態の一部は、信号デバイス１６８と並列に接続され
る分路１７６を含み得る。分路１７６は、信号デバイス１６８を不意に起動させることな
く、ＡＣ電源１３４から電力を取り出すＡ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０の能力を促進
する。分路１７６は、通常の待機動作中、信号デバイス１６８の端子にわたって、わずか
なオーム等の比較的に低い電気インピーダンスを提示する。Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル
１３０によって取り出された電流のほとんどは、したがって、信号デバイス１６８を経由
しないで分路１７６を通るように流れる。しかしながら、分路１７６は、低インピーダン
ス（例えば、わずかなオーム等）の状態と高インピーダンス（例えば、１Ｋオームを上回
る抵抗等）の状態との間で、分路１７６を切り替える電子回路（下記に説明される）を含
有する。Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０のフロントボタン１４８を押すと、電子スイ
ッチ１６６が閉鎖し、並列に接続された分路１７６及び信号デバイス１６８のほとんどに
わたって、ＡＣ電源１３４からの電圧が加えられる一方、約１Ｖ等の少量の電圧が電子ス
イッチ１６６にわたって加えられる。分路１７６の回路は、この電圧を感知し、分路１７
６を高インピーダンス状態に切り換え、これにより、ＡＣ電源１３４からの電力は、信号
デバイス１６８を通るように分流される。分流されたＡＣ電源１３４は、信号デバイス１
６８に音を発せさせるために必要な閾値を上回る。したがって、ドアベル１３０のフロン
トボタン１４８を押すと、信号デバイス１６８に「音を鳴らせ」、ドアベル１３０が取り
付けられる構造物内のいずれかの人（複数可）に、玄関ドア（または、ドアベル１３０の
場所に対応する別の場所）にビジターがいることを警告する。一非限定的例では、電子ス
イッチ１６６は、トライアックデバイスであり得る。
【００９５】
　図４～図６を参照すると、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、さらに、囲い１８０
（図６）を有するハウジング１７８と、囲い１８０の背面に固着される背面プレート１８
２と、囲い１８０を覆うシェル１８４とを備える。図６を参照すると、シェル１８４は、
ぴったり係合している状態で囲い１８０を受けるようにサイズ決定及び成形されている凹
部１８６を含み、その状態では、囲い１８０の外側表面は、シェル１８４の内側表面に合
致するように当接する。囲い１８０の外側寸法は、摩擦によって囲い１８０の周りにシェ
ル１８４を維持するように、シェル１８４の内側寸法に厳密に一致し得る。代替として、
または、加えて、囲い１８０及び／またはシェル１８４は、囲い１８０の周りにシェル１
８４を維持することを補助する１つ以上のタブ、溝、スロット、支柱等の噛合特徴１８８
を含み得る。図４及び図５に示されるように、背面プレート１８２は、背面プレート１８
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２の端が囲い１８０の端から外向きに延在するようにサイズ決定及び成形され、それによ
って、シェル１８４が囲い１８０に噛合するとき、シェル１８４が当接する辺縁１９０を
作る。いくつかの実施形態では、異なる色の複数のシェル１８４は、エンドユーザが、自
身のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０の外観をカスタマイズし得るように提供される場
合がある。例えば、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、異なる色の複数のシェル１８
４が同じパッケージに入った状態で梱包及び販売されてもよい。
【００９６】
　図４を参照すると、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０の前表面は、プロセッサ１６０
に接続して機能するボタン１４８（また、図３のフロントボタン１４８と称され得る）を
含む。図２を参照して上記に説明されたものと同様のプロセスでは、ビジターがフロント
ボタン１４８を押すと、誰かがユーザの玄関ドア（または、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル
１３０の場所に対応する別の場所）にいることをユーザに通知するように、ユーザのクラ
イアントデバイスに警告を送信し得る。図４をさらに参照すると、Ａ／Ｖ記録及び通信ド
アベル１３０は、さらに、プロセッサ１６０に接続されて機能し及びシールド１９２の後
ろに位置するカメラ１５４を含む。下記に詳細に説明されるように、カメラ１５４は、そ
の視野内からビデオ画像を取り込むように構成されている。図２を参照して上記に説明さ
れるものと同様のプロセスに従って、それらのビデオ画像は、後で視認するために、ユー
ザのクライアントデバイスにストリーミングされることができる、及び／またはリモート
ネットワークデバイスにアップロードされることができる。
【００９７】
　図５を参照すると、１対の端子ねじ１９４は、背面プレート１８２を通るように延在す
る。端子ねじ１９４は、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０内部の端子１３１、１３２（
図３）にそれらの内側端で接続される。端子ねじ１９４は、端子１３１、１３２を通り、
Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０が取り付けられる構造物の家庭用ＡＣ電力供給装置１
３４まで、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０に接続される電線を受けるように構成され
ている。示される実施形態では、端子ねじ１９４は、背面プレート１８２の後表面１９８
の凹部１９６の内部に位置し、その状態では、端子ねじ１９４は、Ａ／Ｖ記録及び通信ド
アベル１３０の外部被覆から突出していない。したがって、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル
１３０は、背面プレート１８２の後表面１９８が取付表面に当接した状態で取付表面に取
り付けられることができる。背面プレート１８２は、背面プレート１８２（ひいては、Ａ
／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０）を取付表面に固着するために、ねじ（図示されない）
等の取付金具に適応するような、その上端及び下端に隣接する開口２００を含む。図６を
参照すると、囲い１８０は、取付金具に適応するような、背面プレート１８２内の開口２
００と整列するその上端及び下端に隣接する対応する開口２０２を含む。ある実施形態で
は、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０を取付表
面に固着することを容易にする取付用プレートまたはブラケット（図示されない）を含み
得る。
【００９８】
　図６をさらに参照すると、シェル１８４は、前表面内に中央開口部２０４を含む。中央
開口部２０４は、シールド１９２に適応するようにサイズ決定及び成形される。示される
実施形態では、シールド１９２は実質的に長方形であり、フロントボタン１４８が突出す
る中央開口部２０６を含む。シールド１９２は、囲い１８０の前表面２０８に平行であり
、その前方にある平面を画定する。シェル１８４が囲い１８０と噛合するとき、図４及び
図１０に示されるように、シールド１９２は、シェル１８４の中央開口部２０４の内部に
あり、その状態では、シールド１９２の前表面２１０は、シェル１８４の前表面２１２と
実質的に同一平面にあり、シールド１９２の外側端とシェル１８４内の中央開口部２０４
の内側端との間に間隙がほとんどない、または全くない（図４）。
【００９９】
　図６をさらに参照すると、シールド１９２は、上部２１４（フロントボタン１４８の上
方に、及びその側面に位置する）と、下部２１６（フロントボタン１４８の下方に、及び
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その側面に位置する）とを含む。シールド１９２の上部２１４及び下部２１６は、別個の
部分であり得、異なる材料を含み得る。シールド１９２の上部２１４は、それがカメラ１
５４の視野を妨げないように透明または半透明であり得る。例えば、ある実施形態では、
シールド１９２の上部２１４は、ガラスまたは樹脂を含み得る。下記に詳細に説明される
ように、プロセッサ１６０に接続して機能するマイク１５０は、シールド１９２の上部２
１４の後ろに位置する。したがって、上部２１４は、シールド１９２を通る音の通過を容
易にする開口部２１８を含み得、その状態では、マイク１５０は、Ａ／Ｖ記録及び通信ド
アベル１３０の周囲のエリアから音を良好に取り出すことが可能である。
【０１００】
　シールド１９２の下部２１６は、実質的に赤外（ＩＲ）線を透過するが、可視スペクト
ルの光に対して部分的にまたはほとんど不透明である材料を含み得る。例えば、ある実施
形態では、シールド１９２の下部２１６は、ポリカーボネート等の樹脂を含み得る。した
がって、シールド１９２の下部２１６は、下部２１６の後ろに位置するＩＲ光源１５６か
らのＩＲの伝達を妨げない。下記に詳細に説明されるように、ＩＲ光源１５６及びＩＲカ
ットフィルタ１５８（両方がプロセッサ１６０に接続して機能する）は、カメラ１５４の
「暗視」機能を促進する。
【０１０１】
　シールド１９２の上部２１４及び／または下部２１６は、下層カバー２２０（図１０）
に当接し得、下層カバー２２０は、囲い１８０と一体になり得る、または、別個の部分で
あり得る。不透明であり得るカバー２２０は、カメラ１５４の場所に対応する第１の開口
部２２２と、マイク１５０及びシールド１９２の上部２１４内の開口部２１８の場所に対
応する第２の開口部（図示されない）と、ＩＲ光源１５６の場所に対応する第３の開口部
（図示されない）とを含み得る。
【０１０２】
　図７～図１０は、Ａ／Ｖ記録及び通信装置１３０の様々な内部構成要素を示す。図７～
図９は、シェル１８４及び囲い１８０が取り外された状態のドアベル１３０の前面斜視図
である一方、図１０は、図４の線１０－１０を通るように沿って取られた、ドアベル１３
０の右側断面図である。図７及び図８を参照すると、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０
は、さらに、主要プリント回路基板（ＰＣＢ）２２４及び前面ＰＣＢ２２６を備える。図
８を参照すると、前面ＰＣＢ２２６は、ボタンアクチュエータ２２８を備える。図７、図
８、及び図１０を参照すると、フロントボタン１４８は、ボタンアクチュエータ２２８の
前方に位置する。フロントボタン１４８は、ボタンアクチュエータ２２８に接触するよう
にハウジング１７８内に延在するステム２３０（図１０）を含む。下記に説明されるよう
に、フロントボタン１４８を押すと、ステム２３０がボタンアクチュエータ２２８を押し
下げ、それによって、電子スイッチ１６６（図８）を閉鎖する。
【０１０３】
　図８を参照すると、前面ＰＣＢ２２６は、さらに、ドアベル１３０のフロントボタン１
４８を押すときに点灯し得る光インジケータ１６２を備える。示される実施形態では、光
インジケータ１６２は、前面ＰＣＢ２２６の前表面に搭載される表面であり、及びボタン
アクチュエータ２２８の周囲に円形に配列される発光ダイオード（ＬＥＤ１６２）を備え
る。本実施形態はＬＥＤである光インジケータ１６２に限定されるわけではなく、代替実
施形態では、光インジケータ１６２は、任意の他の種類の発光デバイスを備え得る。本実
施形態は、また、図８に示される光インジケータ１６２の数によって限定されるわけでは
なく、それらが配列されるパターンによって限定されない。
【０１０４】
　図７を参照すると、ドアベル１３０は、さらに、光パイプ２３２を備える。光パイプ２
３２は、フロントボタン１４８を取り囲む透明または半透明のリングである。図４を参照
すると、光パイプ２３２は、シールド１９２内におけるフロントボタン１４８と中央開口
部２０６との間の環状スペース内に存在し、光パイプ２３２の前表面２３４は、シールド
１９２の前表面２１０と実質的に同一平面である。図７及び図１０を参照すると、光パイ
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プ２３２の後部は、複数の支柱２３６（それらの位置がＬＥＤ１６２の位置に対応する）
を含む。ＬＥＤ１６２が点灯すると、光は、支柱２３６及び光パイプ２３２の本体を通る
ように伝達され、この状態では、光は、光パイプ２３２の前表面２３４で可視である。し
たがって、ＬＥＤ１６２及び光パイプ２３２は、フロントボタン１４８の周囲に照明のリ
ングを提供する。光パイプ２３２は、例えば、樹脂、または、光を伝達することが可能で
ある任意の他の好適な材料を含み得る。
【０１０５】
　ＬＥＤ１６２及び光パイプ２３２は、ビジター及び／またはユーザのための可視インジ
ケータとして機能し得る。例えば、ＬＥＤ１６２は、アクティブになると点灯し得る、ま
たは、連続的に、点灯する状態を継続し得る。一態様では、ＬＥＤ１６２は、色を変更し
て、フロントボタン１４８が押されていることを示し得る。ＬＥＤ１６２は、また、電池
１４２が再充電する必要があること、電池１４２が現在充電中であること、または電池１
４２の充電が完了したことを示し得る。ＬＥＤ１６２は、ユーザのネットワークへの接続
が良好、制限あり、不良、または接続されないことを示し得る。ＬＥＤ１６２は、潜在的
にスピーカ１５２から発せられる音声的刺激と連動して、視覚的刺激を使用してセットア
ップのステップまたはインストールのステップを通して、ユーザを案内するために使用さ
れ得る。
【０１０６】
　図７をさらに参照すると、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、さらに、再充電可能
電池１４２を備える。下記にさらに詳細に説明されるように、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベ
ル１３０は、ＡＣ電源等の外部電源１３４（図３）に接続される。Ａ／Ｖ記録及び通信ド
アベル１３０は、主に、外部電源１３４によって電力供給されるが、また、外部電源１３
４から電力の閾値の量を超えないように、再充電可能電池１４２から電力を取り出し、そ
れによって、信号デバイス１６８が不意に音を出すことを回避し得る。図３を参照すると
、電池１４２は、電力マネージャ１４０に接続して機能する。下記に説明されるように、
電力マネージャ１４０は、電池１４２から取り出された電力量を制御し、補助電力が必要
なとき、外部ＡＣ電源１３４から取り出された電力を補い、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル
１３０に電力供給する。電力マネージャ１４０は、また、外部電源１３４から取り出され
た電力を使用して、電池１４２の再充電を制御する。電池１４２は、例えば、リチウムイ
オン電池、または任意の他の種類の再充電可能電池を備え得る。
【０１０７】
　図７をさらに参照すると、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、さらに、カメラ１５
４を備える。カメラ１５４は、前面ＰＣＢ２２６の前表面に連結され、レンズ２３８及び
撮像プロセッサ２４０（図９）を含む。カメラレンズ２３８は、鮮明な画像を取り込み得
るようにカメラ１５４内に光を集中させることが可能であるレンズであり得る。カメラ１
５４は、例えば、７２０ｐ以上の画像表示解像度でビデオ画像を取り込むことが可能であ
るもの等の高解像度（ＨＤ）ビデオカメラを備え得る。本実施形態のある部分では、下記
に説明されるように、カメラ１５４は、その視野内で動きを検出するために使用され得る
。
【０１０８】
　図７をさらに参照すると、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、さらに、赤外線（Ｉ
Ｒ）光源２４２を備える。示される実施形態では、ＩＲ光源２４２は、ＩＲ　ＬＥＤプリ
ント回路基板（ＰＣＢ）２４４に連結されるＩＲ発光ダイオード（ＬＥＤ）２４２を備え
る。代替実施形態では、ＩＲ　ＬＥＤ２４２は、別個のＰＣＢ２４４を備えない場合があ
り、例えば、前面ＰＣＢ２２６に連結され得る。
【０１０９】
　図７及び図１０を参照すると、ＩＲ　ＬＥＤ　ＰＣＢ２４４は、フロントボタン１４８
（図７）の下方に、及びシールド１９２（図１０）の下部２１６の後ろに位置する。上記
に説明されたように、シールド１９２の下部２１６はＩＲが透過するが、可視スペクトル
の光に対して不透明であり得る。図７Ａは、３つのＩＲ　ＬＥＤ２４２を備えるＩＲ　Ｌ



(20) JP 6736239 B2 2020.8.5

10

20

30

40

50

ＥＤ　ＰＣＢ２４４’の代替実施形態を示す。図７ＡのＩＲ　ＬＥＤ　ＰＣＢ２４４’を
含む実施形態では、または２つ以上のＩＲ　ＬＥＤ２４２を有する任意のＩＲ　ＬＥＤ　
ＰＣＢを含む実施形態では、カバー内の第３の開口部のサイズは、より大きなサイズのＩ
Ｒ　ＬＥＤ　ＰＣＢ２４４’に適応するために大きくされ得る。
【０１１０】
　ＩＲ　ＬＥＤ２４２は、低レベルの周辺光が検出されるとアクティブになるように起動
され得る。アクティブになると、ＩＲ　ＬＥＤ２４２から発せられるＩＲは、カメラ１５
４の視野を点灯する。ＩＲを検出するように構成され得るカメラ１５４は、次に、それが
カメラ１５４の視野の中で物体に反射するとき、ＩＲ　ＬＥＤ２４２によって発せられる
ＩＲを取り込み得、これにより、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、夜間に画像を鮮
明に取り込むことができる（「暗視」と称され得る）。
【０１１１】
　図９を参照すると、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、さらに、ＩＲカットフィル
タ１５８を備える。ＩＲカットフィルタ１５８は、レンズ２３８とカメラ１５４の画像セ
ンサとの間に選択的に位置することができる機械シャッターである。日中、または十分な
量の周辺光があるときにいつでも、ＩＲカットフィルタ１５８は、レンズ２３８と画像セ
ンサとの間に位置付けられ、人間の目が画像を見たときに画像の色が歪まないようにＩＲ
を除去する。夜間、または周辺光がほとんどないときにいつでも、ＩＲカットフィルタ１
５８は、レンズ２３８と画像センサとの間のスペースから引き出され、その状態では、カ
メラ１５４はＩＲに感度が高い（「暗視」）。いくつかの実施形態では、カメラ１５４は
、ＩＲカットフィルタ１５８の現在の状態を制御する際に、かつＩＲ　ＬＥＤ２４２をオ
ン及びオフする際に使用される光検出器としての役割を果たす。光検出器としてカメラ１
５４を使用することは、いくつかの実施形態では、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は
ＡＣ電源に対する接続部によって電力供給され、ひいては、カメラ１５４が常に電源オン
であるという事実によって容易になる。しかしながら、他の実施形態では、Ａ／Ｖ記録及
び通信ドアベル１３０は、ＩＲカットフィルタ１５８及びＩＲ　ＬＥＤ２４２を制御する
際に使用されるカメラ１５４とは別の光センサを含み得る。
【０１１２】
　再度図６を参照すると、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、さらに、リセットボタ
ン１７０を備える。リセットボタン１７０は、前面ＰＣＢ２２６に連結されるリセットボ
タンアクチュエータ２４６（図８）に接触する。リセットボタン１７０を押すと、それは
リセットボタンアクチュエータ２４６に接触し得、これによって、不揮発性メモリ１７４
及び／またはメモリ１７２（図３）で記憶される任意のデータの消去を始める場合があり
、及び／またはプロセッサ１６０の再起動を始める場合がある。
【０１１３】
　図１１～図１３は、さらに、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０の内部構成要素を示す
。図１１～図１３は、背面プレート１８２及び追加構成要素が取り外された状態のドアベ
ル１３０の後面斜視図である。例えば、図１１では、背面プレート１８２が取り外される
一方、図１２では、背面プレート１８２及びメインＰＣＢ２２４が取り外され、図１３で
は、背面プレート１８２、メインＰＣＢ２２４、及び前面ＰＣＢ２２６が取り外されてい
る。図１１を参照すると、いくつかの構成要素は、通信モジュール１４６、プロセッサ１
６０、メモリ１７２、及び不揮発性メモリ１７４を含むメインＰＣＢ２２４の後表面に連
結される。これらの構成要素のそれぞれの機能は下記に説明される。図１２を参照すると
、いくつかの構成要素は、電力マネージャ１４０、電力シーケンス制御装置１４４、ＡＣ
／ＤＣ整流器１３６、ＤＣ／ＤＣ変換器１３８、及び光インジケータ１６２用の制御装置
１６４を含む前面ＰＣＢ２２６の後表面に連結される。また、これらの構成要素のそれぞ
れの機能は下記に説明される。図１３を参照すると、いくつかの構成要素は、マイク１５
０、スピーカチャンバ２４８（その中にスピーカ１５２が位置する）、及び通信モジュー
ル１４６用アンテナ２５０を含む囲い１８０内部で可視である。また、これらの構成要素
のそれぞれの機能は下記に説明される。
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【０１１４】
　図７を参照すると、アンテナ２５０は、メインＰＣＢ２２４の前表面に連結され、メイ
ンＰＣＢ２２４（図１１）の後表面に連結される通信モジュール１４６に接続して機能す
る。またメインＰＣＢ２２４の前表面に連結され得るマイク１５０は、シールド１９２の
上部２１４内の開口部２１８（図４）の近くに位置し、これにより、Ａ／Ｖ記録及び通信
ドアベル１３０の周囲のエリアから発する音は、開口部２１８を通過し、マイク１５０に
よって検出されることができる。図１３を参照すると、スピーカチャンバ２４８は、囲い
１８０の底部の近くに位置する。スピーカチャンバ２４８は、スピーカ１５２が位置する
中空囲いを備える。中空スピーカチャンバ２４８は、スピーカ１５２によって作られた音
を増幅し、これにより、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０の近くのエリア内にいるビジ
ターはその音を良く聞くことができる。図５及び図１３を参照すると、シェル１８４の下
側表面２５２及び囲い１８０の下側表面（図示されない）は、スピーカ１５２によって作
られた音が通過することができる音響開口部２５４を含み得、これによって、Ａ／Ｖ記録
及び通信ドアベル１３０の近くのエリア内にいるビジターはその音を良く聞くことができ
る。示される実施形態では、音響開口部２５４は、概して、シェル１８４（また、囲い１
８０）の下側表面２５２にわたって実質的に延在する長さを有する長方形として成形され
る。しかしながら、例示された形状は、ほんの一例にすぎない。図５を参照すると、シェ
ル１８４の下側表面２５２は、さらに、安全ねじ（図示されない）を受けるための開口部
２５６を含み得る。安全ねじは、開口部２５６を通るように、及び囲い１８０内で同様に
位置する開口部内に延在し、シェル１８４を囲い１８０に固着し得る。ドアベル１３０が
取付用ブラケット（図示されない）に取り付けられる場合、安全ねじは、また、ドアベル
１３０を取付ブラケット上に維持し得る。
【０１１５】
　図１３を参照すると、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、さらに、電池ヒータ２５
８を含み得る。本発明のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、寒冷気候を含む屋外使用
のために構成されている。しかしながら、寒い気温は、エネルギー容量の低下、内部抵抗
の増加、ダメージなしに充電する能力の低下、及び負荷電流を供給する能力の低下等の再
充電可能電池に関するネガティブな性能問題をもたらす可能性がある。電池ヒータ２５８
は、前述のネガティブな性能問題を減らすために、またはなくすために、再充電可能電池
１４２を暖かく保つことを促進する。示される実施形態では、電池ヒータ２５８は、再充
電可能電池１４２の側面に当接する実質的に平坦な薄板を備える。電池ヒータ２５８は、
例えば、電気抵抗発熱体（電流がそれを通過するときに熱を生成するもの）を備え得る。
したがって、電池ヒータ２５８は、電力マネージャ１４０及び／または電力シーケンス制
御装置１４４（図１２）に結合して機能し得る。いくつかの実施形態では、再充電可能電
池１４２は、プロセッサ１６０に接続して機能する熱に敏感な抵抗体（「サーミスタ」、
図示されない）を含み得、これにより、電池１４２の温度を監視することができ、再充電
可能電池１４２を所望の温度範囲内に維持するように、電池ヒータ２５８に供給される電
力量を適応的に制御することができる。
【０１１６】
　図１４は、接続された信号デバイス１６８の不意の音の発生を回避するために、本発明
のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０の電池１４２から補助電力を取り出すためのプロセ
スの実施形態を示すフローチャートである。ブロックＢ２８０において、Ａ／Ｖ記録及び
通信ドアベル１３０は、外部電源から閾値電力を下回る電力を取り出す。外部電源は、例
えば、図３に示されるようなＡＣ電源１３４であり得る。閾値電力は、例えば、信号デバ
イス１６８（図３）が音を発するであろう電力レベルであり得る。一非限定的例では、閾
値電力は、ＤＣ／ＤＣ変換器１３８（図３）の出力において測定され得る。閾値電力は、
例えば、電力マネージャ１４０（図３）によって測定され得る。一非限定的例では、ＤＣ
／ＤＣ変換器１３８の出力において測定されるような閾値電力は、１．４Ａに等しい場合
がある。
【０１１７】
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　ブロックＢ２８２において、当該プロセスは、外部電源１３４から取り出された電力が
閾値電力に達しているかどうかを判定する。いくつかの実施形態では、電力マネージャ１
４０（図３）は、例えば、外部電源１３４から取り出された電力が閾値電力に達している
かどうかを判定し得る。外部電源１３４から取り出された電力が閾値電力に達していない
場合、当該プロセスはブロックＢ２８０にループバックする。しかしながら、外部電源１
３４から取り出された電力が閾値電力に達している場合、当該プロセスはブロックＢ２８
４に移動する。ブロックＢ２８４において、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、外部
電源１３４から取り出された電力が閾値電力を超えないように、必要に応じて、電池１４
２から補助電力を取り出す。このようにして、図１４のプロセスは、接続された信号デバ
イス１６８の不意の音の発生を回避する。外部電源１３４から取り出された電力が閾値電
力に達し得るシナリオの例は、限定ではないが、ＩＲカットフィルタ１５８を日中モード
から夜間モード（逆の場合も同じ）切り替えるとき、またはＡ／Ｖ記録及び通信ドアベル
１３０の近くにいるビジターとクライアントデバイスを使用するユーザとの間でコールが
進行中であり、ＩＲ光源１５６が点灯するときを含む。いくつかの実施形態では、外部電
源１３４から取り出されている電力が閾値電力を下回るとき、電力マネージャ１４０は、
電池１４２を再充電するために、外部電源１３４から取り出された電力の一部を電池１４
２に向かわせ得る。
【０１１８】
　上記に説明されたように、再度図３を参照すると、本実施形態の一部は、信号デバイス
１６８の端子の向かい側に並列に接続される分路１７６を含み得る。分路１７６は、信号
デバイス１６８を不意に起動させることなく、ＡＣ電源１３４から電力を取り出すＡ／Ｖ
記録及び通信ドアベル１３０の能力を促進する。図１５は、分路１７６の例示的実施形態
を示す。図１５を参照すると、分路１７６は、全波ブリッジ整流器３００、コンデンサ３
０２、ダイオード３０４、分路スイッチ３０６、第１の抵抗ＲＳｈｕｎｔ３０８、及び第
２の抵抗ＲＢｉａｓ３１０を備える。いくつかの実施形態では、分路スイッチ３０６は、
例えば、光学的に連結したスイッチであり得る。第１の抵抗ＲＳｈｕｎｔ３０８は、例え
ば、わずかなオーム等の比較的に低い電気インピーダンスを提示する一方、第２の抵抗Ｒ

Ｂｉａｓ３１０は、例えば、１Ｋオームを上回る抵抗等の高電気インピーダンスを提示す
る。
【０１１９】
　通常の待機動作中、分路スイッチ３０６は閉鎖する。したがって、分路１７６は、信号
デバイス１６８の端子ＡＣ１、ＡＣ２にわたって比較的に低い電気インピーダンスを提示
する。この理由として、第１の抵抗ＲＳｈｕｎｔ３０８のインピーダンスは比較的に低く
、スイッチのインピーダンスは、一例では約１オーム以下等のように、さらに低いからで
ある。したがって、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０によって取り出された電流のほと
んどは、信号デバイス１６８を経由しないで分路１７６を通るように流れる。しかしなが
ら、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０のフロントボタン１４８を押すと、電子スイッチ
１６６が閉鎖し、並列に接続された分路１７６及び信号デバイス１６８のほとんどにわた
って、ＡＣ電源１３４からの電圧が加えられる一方、例えば、電子スイッチ１６６がトラ
イアックとして実装される場合、一例では約１Ｖ等の少量の電圧が電子スイッチ１６６に
わたって加えられる。分路１７６の回路は、その端子ＡＣ１、ＡＣ２にわたる電圧を感知
し、分路スイッチ３０６を開放させ、分路１７６を高インピーダンス状態にする。分路１
７６が十分なＡＣ電圧を受けるとき、全波ブリッジ整流器３００は十分なＤＣ電圧を供給
及び出力し、それにより、抵抗Ｒｂｉａｓ３１０によってバイアスをかけられたダイオー
ド３０４は、十分な電流を伝導し、スイッチ３０６を開放状態、または、かなり高いイン
ピーダンス状態に変化させる。したがって、分路１７６の開閉行為は、所望されるとき、
信号デバイス１６８によって、ＡＣ電源１３４からのほとんど全ての利用可能である電力
を使用可能にする。ＡＣ電源１３４から分流されたＡＣ電力の量は、信号デバイス１６８
に音を発せさせるために必要な閾値を上回る。したがって、ドアベル１３０のフロントボ
タン１４８を押すと、信号デバイス１６８に音を出させ、ドアベル１３０が取り付けられ
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る構造物内のいずれかの人（複数可）に、玄関ドア（または、ドアベル１３０の場所に対
応する別の場所）にビジターがいることを警告する。
【０１２０】
　図１５を引き続き参照すると、分路１７６は、さらに、第１のコンパレータ回路３１２
及び第２のコンパレータ回路３１４を備える。図１６は、図１５の分路１７６の第１のコ
ンパレータ回路３１２のコンパレータ３２４の例示的実施形態を示す回路図である。図１
７は、図１５の分路１７６の第２のコンパレータ回路３１４のコンパレータ３２４の例示
的実施形態を示す回路図である。図１６及び図１７のコンパレータ３１２、３１４の両方
は、オープンコレクタ型またはオープンドレイン型である。コンパレータが、一般に「ワ
イアードＯＲ」接続として既知であるように、不一致なしで、出力を一緒にまとめること
が可能であるため、これらのコンパレータの種類は利点がある。下記にさらに説明される
ように、第１のコンパレータ回路３１２は、開放イベントが電子スイッチ１６６（図３）
において検出されるとき、分路スイッチ３０６の状態を通常の閉鎖された低インピーダン
ス状態に戻す目的の役割を果たす。第２のコンパレータ回路３１４は、第１のコンパレー
タ回路３１２がその意図された目的の機能を行うことができないというイベントにおいて
、分路スイッチ３０６の状態を通常の閉鎖された低インピーダンス状態に戻すタイムアウ
ト安全トリガとしての役割を果たす。
【０１２１】
　図１６を参照すると、第１のコンパレータ回路３１２は、第１のコンパレータ３１６と
、その２つの入力３１８、３２０のそれぞれのＲＣネットワークとを備える。第１のコン
パレータ３１６の第１の入力（＋）３１８は、時定数Ｔａｕ１を有するＲＣネットワーク
を有する（式中、Ｔａｕ１＝Ｃ１＊Ｒ１）。第１のコンパレータ３１６の第２の入力（－
）３２０は、電圧分配器Ｒ２／（Ｒ２＋Ｒ３）及び時定数Ｔａｕ２を有する（式中、Ｔａ
ｕ２＝Ｃ２＊（（Ｒ２＊Ｒ３）／（Ｒ２＋Ｒ３）））。図１６の第１のコンパレータ回路
３１２に関する波形図である図１８及び図１９を参照すると、第１のコンパレータ回路３
１２の挙動は以下のようなものである。時間ｔ１において、コンデンサ３０２（図１５）
のＶＤＣが電子スイッチ（図３）の閉鎖に起因して増えるとき、第１のコンパレータ３１
６に対する入力３１８、３２０の両方は上昇し、Ｖ２はゆっくり上昇し、ＶＭＡＸ＊（Ｒ

２／（Ｒ２＋Ｒ３））に漸近的に近づく一方、Ｖ１は速く上昇しＶＭＡＸに近づく。Ｒ２

／（Ｒ２＋Ｒ３）の比は、電子スイッチ１６６が閉鎖されているときの全ての時間に、特
に、第１のコンパレータ３１６に対する差分を伴う正の駆動を確実にするために、ノイズ
レベルの検討に基づいて選ばれ得る。これにより、第１のコンパレータ３１６がオープン
コレクタ型出力またはオープンドレイン型出力であるため、第１のコンパレータ３１６の
出力ＶＯＵＴ３２２が高インピーダンスになることを確実にする。時間ｔ２において電子
スイッチ１６６が開放すると、コンデンサ３０２の電圧ＶＤＣが降下し、電圧Ｖ１はＶ２

を下回って降下する。第１のコンパレータ３１６は、その出力ＶＯＵＴ３２２を駆動する
ことによって応答し、電圧を下げ、分路スイッチ３０６内のダイオード３０４をオフにし
始める。分路スイッチ３０６は、その通常の閉鎖位置に戻ることによって応答する。
【０１２２】
　図１７を参照すると、第２のコンパレータ回路３１４は、第２のコンパレータ３２４と
、その２つの入力３２６、３２８のそれぞれのＲＣネットワークとを備える（ただし、直
列分岐の１つにダイオード３３０が加えられている）。第２のコンパレータ３２４の第１
の入力（＋）３２６は、減衰バージョンのＶＤＣを受信する。より正確には、それは、Ｖ

ＤＣ＊（Ｒ６／（Ｒ６＋Ｒ５））によって与えられた電圧を受信する。いくつかの実施形
態では、コンデンサ（図示されない）は、いくつかのフィルタリングは有益であり得るよ
うに、Ｒ６にわたって提供され得る。第２のコンパレータ３２４の第２の入力（－）３２
８は、ＶＤＣが増えた後にゆっくり上昇する電圧Ｖ４を受信する。図１７の第２のコンパ
レータ回路３１４に関する波形図である図２０及び図２１を参照すると、第２のコンパレ
ータ回路３１４の挙動は以下のようなものである。上昇波形は、Ｖ４（ｔ）＝ＶＤＣＭＡ

Ｘ＊（１－ｅｘｐ（－ｔ／Ｔａｕ３））によって与えられる（式中、Ｔａｕ３＝Ｃ４＊Ｒ
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４）。Ｖ４がＶＤＣＭＡＸに漸近的に近づくが、時間ｔ３において、ＶＤＣＭＡＸ＊（Ｒ

６／（Ｒ６＋Ｒ５））に達し、これは、ｔ３＝Ｔａｕ３＊ｌｎ（１＋Ｒ６／Ｒ５）によっ
て与えられる。フィードバックメカニズムの遅延のために、電圧Ｖ４は、実際に、Ｖ３よ
りも高くなり、第２のコンパレータ３２４の出力ＶＯＵＴ３３２を低くさせる。これは、
分路スイッチ３０６内のダイオード３０４を放電及びオフにさせ、順に、ＳＷ１の分路ス
イッチ３０をその通常の閉鎖位置に戻させる。フィードバックメカニズムは、電子スイッ
チ１６６が閉鎖しない場合、分路１７６の低インピーダンス状態がＡＣ１、ＡＣ２端子を
衰弱させるため、ダイオード３０４をオフすることで分路１７６を低インピーダンス状態
にし、ダイオード３０４をさらに速くオフにさせる点で正である。ＡＣ１、ＡＣ２にわた
る電圧を低下させることで、全波ブリッジ整流器３００（ＶＤＣ）の出力を低下させる。
【０１２３】
　図２２は、本開示の様々な態様による、本発明のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０に
接続されている信号デバイス１６８に音を出させるためのプロセスの実施形態を示すフロ
ーチャートである。ブロックＢ３８０において、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、
外部電源から電力を取り出す。外部電源は、例えば、図３に示されるようなＡＣ電源１３
４であり得る。ブロックＢ３８２において、電力は並列に接続された信号デバイス１６８
及び分路１７６を通るように流れ、分路１７６は低インピーダンス状態になる。ブロック
Ｂ３８４において、当該プロセスは、フロントボタン１４８が押し下げられているかどう
かを判定する。フロントボタン１４８が押し下げられていない場合、当該プロセスはブロ
ックＢ３８２に戻る。しかしながら、フロントボタン１４８が押し下げられている場合、
当該プロセスはブロックＢ３８６に移動する。ブロックＢ３８６において、電子スイッチ
１６６は閉鎖し、それによって、分路１７６を高インピーダンス状態に移行させ、順に、
外部電源から取り出された電力を、信号デバイス１６８を通るように分流させ、その次に
、信号デバイス１６８に音を発せさせる。また、フロントボタン１４８を押し下げるとき
、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０のスピーカ１５２は、スピーカ１５２が聞こえる範
囲内のいずれかの人に、ビジターがフロントボタン１４８を押していることを警告するた
めに音を発し得る。
【０１２４】
　図２３は、本開示の様々な態様による、本発明のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０に
接続されている信号デバイス１６８に音を出させるためのプロセスの別の実施形態を示す
フローチャートである。ブロックＢ３５０において、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０
は、外部電源から電力を取り出す。外部電源は、例えば、図３に示されるようなＡＣ電源
１３４であり得る。ブロックＢ３５２において、電力は並列に接続された信号デバイス１
６８及び分路１７６を通るように流れ、分路１７６は低インピーダンス状態になる。ブロ
ックＢ３５４において、当該プロセスは、フロントボタン１４８が押し下げられているか
どうかを判定する。フロントボタン１４８が押し下げられていない場合、当該プロセスは
ブロックＢ３５２に戻る。しかしながら、フロントボタン１４８が押し下げられている場
合、当該プロセスはブロックＢ３５６に移動する。また、フロントボタン１４８を押し下
げるとき、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０のスピーカ１５２は、スピーカ１５２が聞
こえる範囲内のいずれかの人に、ビジターがフロントボタン１４８を押していることを警
告するために音を発し得る。
【０１２５】
　ブロックＢ３５６において、当該プロセスは電池１４２の電力が閾値を上回るかどうか
を判定する。この判定は、電力マネージャ１４０が電池１４２から補助電力を取り出して
いる間、電池１４２は完全に空にならないことを確実にすることを促進する。電池１４２
の電力が閾値を上回らない場合、当該プロセスはブロックＢ３５２に戻る。しかしながら
、電池１４２の電力が閾値を上回る場合、当該プロセスはブロックＢ３５８に移動する。
ブロックＢ３５８において、電子スイッチ１６６は閉鎖し、それによって、分路１７６を
高インピーダンス状態に移行させ、順に、外部電源から取り出された電力を、信号デバイ
ス１６８を通るように分流させ、その次に、信号デバイス１６８に音を発せさせる。
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【０１２６】
　また、ブロックＢ３５８において、第１のタイマーはアクティブになる。例えば、プロ
セッサ１６０によって実施され得る第１のタイマーは、いくつかの利点を可能にする。例
えば、第１のタイマーは、既存の信号デバイス１６８の異なる種類のデバイスとの本発明
のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０の互換性を高める。多くの既存の信号デバイスは、
電気機械機器または電子機器の２種類である。電気機械信号デバイスは、通常、異なる音
色に調整され、及び当たるとき共振回路として役割を果たす１対の金属管（または、金属
プレート）を含む。プランジャが管またはプレートに速く連続して当たるとき、多くの従
来のドアベルの特徴である「ピンポーン」音を作る。対照的に、電子信号デバイスは、通
常、電子音響変換器として役割を果たす音声スピーカを含む。スピーカは、多くの場合、
異なる期間を有するカスタムの着信音を鳴らすように作成されることができる。
【０１２７】
　本発明のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０のいくつかの実施形態の最初のセットアッ
プ中、第１のタイマーの期間は、ドアベル１３０が対になる信号デバイス１６８の種類に
従って設定され得、第１のタイマーの期間はカスタム可能であり得る。例えば、ドアベル
１３０が電気機械信号デバイス１６８と対になる場合、第１のタイマーは、２５０ｍｓ等
の比較的短期間に設定され得る。第１のタイマーに関する短期間は、電気機械信号デバイ
ス１６８が特徴的な「ピンポーン」音を発せさせることを可能にする。この理由として、
信号デバイス１６８のプランジャは、電子スイッチ１６６が閉鎖するとき、複数の金属管
（または、金属プレート）の第１の金属管に当たり、電子スイッチ１６６が開放するとき
、複数の金属管（または、金属プレート）の第２の金属管に当たるからである。ドアベル
１３０が電気機械信号デバイス１６８と対になる場合、第１のタイマーの期間は、事前設
定され得る（ユーザによってカスタム可能ではない）。しかしながら、ドアベル１３０が
電子信号デバイス１６８と対になる場合、第１のタイマーは、１秒～１０秒等の比較的に
長期間に設定され得、第１のタイマーの期間は、ユーザによって選択可能であり得る。例
えば、ユーザの電子信号デバイス１６８が約３秒の期間がある着信音を鳴らす場合、ユー
ザは、第１のタイマーの期間を約３秒に設定し得る。
【０１２８】
　本発明のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０のいくつかの実施形態の最初のセットアッ
プ中、ユーザは、どの種類の信号デバイス１６８がドアベル１３０と対になるかを示すよ
うに指示され得る。ユーザが、信号デバイス１６８が電気機械機器であることを示す場合
、当該プロセスは、第１のタイマーの期間を比較的に短期間に自動的に設定し得る。しか
しながら、ユーザが、信号デバイス１６８が電子機器であることを示す場合、当該プロセ
スは、ユーザに、第１のタイマーに関する所望の期間を入力することを指示し得る。いく
つかの実施形態では、当該プロセスは、ユーザに、当該期間が事前設定された範囲内にあ
る必要があることを指示し得る。
【０１２９】
　ブロックＢ３６０において、当該プロセスは、第１のタイマーの期限が終了しているか
どうかを判定する。第１のタイマーの期限が終了している場合、当該プロセスは、下記に
説明されるブロックＢ３６４に移動する。しかしながら、第１のタイマーの期限が終了し
ていない場合、当該プロセスはブロックＢ３６２に移動する。ブロックＢ３６２において
、当該プロセスは、ユーザのクライアントデバイスへのコールが応答されたという通知が
受信されているかどうかを判定する。ユーザのクライアントデバイスへのコールが応答さ
れたという通知が受信されていない場合、当該プロセスはブロックＢ３６０に戻る。しか
しながら、ユーザのクライアントデバイスへのコールが応答されたという通知が受信され
ている場合、当該プロセスはブロックＢ３６４に移動する。ブロックＢ３６４において、
電子スイッチ１６６は開放し、第２のタイマーはアクティブになる。例えば、プロセッサ
１６０によって実施され得る第２のタイマーは、次にフロントボタン１４８を押すことで
、電子スイッチ１６６を閉鎖することを防止し、それによって、ビジターが、（フロント
ボタン１４８を急に押すことによって、及びそれを再度押すことによって）信号デバイス
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１６８が繰り返し音を出すことを防止する。第２のタイマーは、また、電池１４２が再充
電する時間を可能にする。次に、当該プロセスは、ブロックＢ３６６に移動する。ブロッ
クＢ３６６において、当該プロセスは、フロントボタン１４８が押し下げられているかど
うかを判定する。フロントボタン１４８が押し下げられていない場合、当該プロセスはブ
ロックＢ３６６に戻る。しかしながら、フロントボタン１４８が押し下げられている場合
、当該プロセスはブロックＢ３６８に移動する。ブロックＢ３６８において、当該プロセ
スは、第２のタイマーの期限が終了しているかどうかを判定する。第２のタイマーの期限
が終了していない場合、当該プロセスはブロックＢ３６６に戻る。しかしながら、第２の
タイマーの期限が終了している場合、当該プロセスはブロックＢ３５６に戻る。
【０１３０】
　いくつかの実施形態では、本発明のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、ビジターが
フロントボタン１４８を押す前に、（動きを検出することによって）ビジターを検出し得
る。そのような場合、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、図２のブロックＢ２０２～
Ｂ２１０に関して上記に説明されたものと同様の方式で、ユーザのクライアントデバイス
へのコールを始める場合がある。ビジターがＡ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０のフロン
トボタン１４８を押す前に、ユーザが自身のクライアントデバイスのコールに応答する場
合、フロントボタン１４８は、ビジターとユーザとの間のコールがまだ進行中である限り
、遮断され得る。つまり、ビジターとユーザとの間のコールがまだ進行中である間にビジ
ターがフロントボタン１４８を押す場合、電子スイッチ１６６が閉鎖することを防止し得
る。しかしながら、ユーザが自身のクライアントデバイスのコールに応答する前に、ビジ
ターがＡ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０のフロントボタン１４８を押す場合、当該プロ
セスは、図２３に関して上記に説明されたもの（ブロックＢ３５４から始まるもの）に従
って進行し得る。
【０１３１】
　本実施形態の一部は、有益な動き検出アルゴリズム及び技法を提供する。例えば、最初
のセットアッププロセス中に、またはＡ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０がセットアップ
された後のいずれかの時に、ユーザは、着目する運動ゾーン（また、「侵入ゾーン」と称
される）のような、カメラ１５４の視野４００の範囲内の１つ以上のゾーンを指定し得る
。図２４を参照すると、カメラ１５４の動き検出を設定するとき、設定プロセスは、ユー
ザに、カメラ１５４の視野４００の視覚表示を提示する。例えば、スマートフォン等のユ
ーザのクライアントデバイス８００上で実行するアプリケーションは、ユーザのクライア
ントデバイス８００（図２５）のディスプレイ８０６上で、ユーザのＡ／Ｖ記録及び通信
ドアベル１３０のカメラ１５４からライブビューを示し得る。設定プロセスは、ユーザに
、ユーザのクライアントデバイス８００のディスプレイ８０６上のエリアを選択すること
によって１つ以上の侵入ゾーン４０２を指定することを指示し得る。例えば、ユーザは、
ディスプレイ８０６上で１つ以上の多角形４０４、４０６、４０８を描き、侵入ゾーン（
複数可）４０２を指定し得る。ユーザのクライアントデバイス８００のディスプレイ８０
６がタッチスクリーンである場合、ユーザは、ディスプレイ８０６上の多角形（複数可）
４０４、４０６、４０８を自身の指でトレースすることによって、侵入ゾーン（複数可）
４０２を指定し得る。設定プロセスは、ユーザが、任意の形状及び／または任意の数の辺
を有する侵入ゾーン（複数可）４０２を指定することを可能にし得る。例えば、侵入ゾー
ン（複数可）４０２は、図２４に示される四角形４０４、長方形４０６、六角形４０８等
の正多角形、もしくは円、五角形、八角形、十角形等の任意の他の種類の正多角形、また
は任意の種類の不規則な多角形であり得る。設定プロセスは、ユーザが、１つの侵入ゾー
ン４０２、２つの侵入ゾーン４０２、３つの侵入ゾーン４０２等の任意の数の侵入ゾーン
４０２を指定することを可能にし得る。全ての所望の侵入ゾーン４０２が作られていると
き、設定プロセスは、ユーザに、侵入ゾーン４０２を保存することを指示し得、その後、
作られた侵入ゾーン４０２をユーザのクライアントデバイス８００から、サーバ９００Ｃ
（図２６）等のネットワーク内のデバイスに、及びユーザのネットワーク１１０（図１）
を介してユーザのＡ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０に送信し得る。
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【０１３２】
　１つ以上の侵入ゾーン４０２が指定された後、本発明の動き検出アルゴリズム及び技法
の実施形態は、これらの侵入ゾーン４０２を組み込み得る。例えば、常に電力供給され得
るカメラ１５４は、視野４００の範囲内で動きを連続的に検出し得る。しかしながら、Ａ
／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、移動物体が侵入ゾーン４０２の１つに入らない場合
及び入るまで、ユーザのクライアントデバイス８００にビデオを記録する及び／またはス
トリーミングすることを始めない場合がある。記録及び／またはストリーミングは、移動
物体が前に入った侵入ゾーン４０２から出るまで継続し得る。さらに、移動物体が移動す
ることを停止するが侵入ゾーン４０２内に存在したままである場合、記録及び／またはス
トリーミングは、当該物体が侵入ゾーン４０２内部で静止したままである間、継続し得る
。本実施形態のこの態様は、通常、移動物体だけを検出し、ひいては、通常、静止物体を
記録及び／またはストリーミングしないパッシブＩＲセンサ等の他の種類の動きセンサに
依存するシステムにわたって利点をもたらす。当該物体は、当然、人であり得る。
【０１３３】
　本実施形態の一部は、周辺光のレベルによって変わる動き検出アルゴリズム及び技法を
組み込み得る。概して、日中に記録されるビデオの品質は、他の不要な及び望まない移動
物体（例えば、風で揺れ動く木の枝または旗、日光等）を適正に除去しながら、着目する
移動物体を検討するのに十分に良好である。しかしながら、夜間に、Ａ／Ｖ記録及び通信
ドアベル１３０は、ＩＲ光源１５６をオンにして、入射光度を増加させる。しかしながら
、光度レベルは、玄関灯、安全外灯、街路灯、及び通過車両のヘッドライト等の他の光源
によって影響を及ぼされる可能性がある。これらの光源は、好ましくは、誤検出（また、
誤認警報と称され得る）を減らすために除去される。したがって、他の不要な及び望まな
い移動物体を適正に除去しながら、着目する移動物体を正確に検出するために、本発明の
Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０の実施形態は、日中と対比する夜間の異なる動き検出
アルゴリズムを使用し得る。
【０１３４】
　例えば、上記に説明されたように、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、移動物体が
侵入ゾーン４０２の１つに入らない場合及び入るまで、ユーザのクライアントデバイス８
００にビデオを記録する及び／またはストリーミングすることを始めない場合がある。し
かしながら、夕暮れ後等、低レベルの周辺光の期間中、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３
０は、侵入ゾーン４０２の１つに入る移動物体が人間ではない場合、及び人間であること
が分かるまで、ユーザのクライアントデバイス８００にビデオを記録する及び／またはス
トリーミングすることを始めない場合がある。本実施形態の一部では、移動物体が人間で
あるかどうかを判定するためのプロセスは、移動物体の動きの特徴をデータセットと比較
する。例えば、各フレームでは、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、物体領域を検出
し、特徴をその物体領域から抽出し、次に、その特徴を、データセット内のトレーニング
済み特徴と比較し得る。比較スコア及び信頼レベルが事前に定義された閾値を上回る場合
、アルゴリズムは、検討された物体領域上の正の出力（例えば、人間）を返す。したがっ
て、例えば、日中、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、任意の移動物体が侵入ゾーン
４０２の１つに入るとすぐに、ユーザのクライアントデバイス８００にビデオを記録する
及び／またはストリーミングすることを始める場合がある。しかし、夜間に、Ａ／Ｖ記録
及び通信ドアベル１３０は、侵入ゾーン４０２の１つに入った移動物体が人間である場合
だけ、ユーザのクライアントデバイス８００にビデオを記録する及び／またはストリーミ
ングすることを始める場合がある。
【０１３５】
　不均一の照明条件により夜間の動き検出に影響を及ぼす可能性があるため、夜間に移動
する人間と移動する人間以外の物体とを区別することは、誤検出を減らすことを促進し得
る。例えば、夜に、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルは、玄関灯がオンになる等の周辺光の突
然の変化を、動きとして解釈し得る。本実施形態では、侵入ゾーン４０２内で検出された
物体が人間であるとき、ユーザのクライアントデバイス８００にビデオを記録する及び／
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またはストリーミングすることをこれらの場合に制限することによって、これらの種類の
誤検出を減らす。
【０１３６】
　侵入ゾーン４０２内で検出された物体が人間であるかどうかを判定するための技法の一
例示的実施形態は、各物体の質量中心を追跡することによって移動物体を追跡し、質量中
心の観察された運動に基づいて、物体の軌道を予測する。いくつかの実施形態では、検出
領域の任意形状の質量中心を、複数の小さい重心領域の平均値として計算し得る。有限数
の小さい重心を用いて、合計の重心を以下の式のように計算することができる。
【０１３７】
　Ｒｎのｋ点ｘ１、ｘ２、…ｘｋの有限セットの重心は、以下の式で表される。
 
　

 
【０１３８】
　各物体の質量中心を追跡することによって移動物体を追跡すること及び質量中心の観測
された運動に基づいて物体の軌道を予測することは、効果的に誤検出を減らすことができ
る。例えば、カメラ１５４の視野４００を通るように移動する人は、通常、予測可能な軌
道を進む。人が所与の瞬間に第１の方向に移動する場合、人は、次の瞬間にその同じ方向
に移動する可能性が高い。対照的に、カメラ１５４の視野４００の範囲内で移動する多く
の物体は、かなり予測不可能な軌道を進む。例えば、微風で揺れ動く木の枝は、いかなる
瞬間に風がどの方向に吹くかに依存する少しランダムな軌道を進む。したがって、カメラ
１５４の視野４００を通って移動する物体の質量中心の軌道を予測することを試みること
によって、次に、物体が実際に予測された軌道を進むかどうかを判定することによって、
本実施形態は、追跡された物体が人等の着目物体または木の枝等の別の物体であるかどう
かについて、経験に基づく推測を行うことができる。この軌道分析を用いて、本発明のＡ
／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０の実施形態は、軌道分析を各フレームにおける他の変更
の検出と組み合わせることによって、着目物体と誤検出とをうまく区別することができる
。
【０１３９】
　本実施形態の一部は、暗視モードをアクティブにする時間及び暗視モードを非アクティ
ブにする時間を判定するための有益な暗視のアルゴリズム及び技法を提供する。暗視モー
ドがアクティブになると、ＩＲ光源１５６は点灯し得（オンになり得）、ＩＲカットフィ
ルタ１５８はオフになり得、カメラ１５４はカラーモードからグレースケールモードに移
行し得る。逆に、暗視モードが非アクティブになると、ＩＲ光源１５６はオフになり得、
ＩＲカットフィルタ１５８はオンになり得、カメラ１５４はグレースケールモードからカ
ラーモードに移行し得る。
【０１４０】
　一例示的技法では、本発明の暗視アルゴリズムのいくつかの実施形態は、カメラ１５４
によって撮影されたビデオの各フレームにおいて、画素の平均輝度及び画素の平均標準偏
差を測定し得る。次に、平均輝度及び平均標準偏差は、各値の移動平均を維持することに
よってフレームにわたって追跡され得る。両方の値の移動平均が第１の閾値の対を下回る
場合、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、暗視モードをアクティブにし得る。逆に、
両方の値の移動平均が第２の閾値の対を上回る場合、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０
は、暗視モードを非アクティブにし得る。例えば、平均輝度（ＡＬ）の移動平均が第１の
閾値（ＡＬ１）を下回る場合、及び平均標準偏差（ＡＳＤ）の移動平均が第１の閾値（Ａ
ＳＤ１）を下回る場合、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、暗視モードをアクティブ
にし得る。逆に、平均輝度（ＡＬ）の移動平均が第２の閾値（ＡＬ２）を上回って上昇す
る場合、及び平均標準偏差（ＡＳＤ）の移動平均が第２の閾値（ＡＳＤ２）を上回って上
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昇する場合、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、暗視モードを非アクティブにし得る
。暗視モードをアクティブにするための、それに対する暗視モードを非アクティブにする
ための別個の閾値を使用することで、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０が、夕暮れ等の
光が消える期間、及び夜明け等の光が強くなる期間に、暗視モードと暗視モード以外のモ
ードとの間で判断が揺らぐことを防止することを促進する。
【０１４１】
　いくつかの実施形態では、光条件の突然の変化は、平均輝度（ＡＬ）及び平均標準偏差
（ＡＳＤ）の移動平均を追跡するときに無視され得る。例えば、暗視モードがアクティブ
になるとき（例えば、夕方後）、玄関灯がＡ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０の近くでオ
ンになる場合、画素の平均輝度及び平均標準偏差は突然急上昇する。しかし、依然として
夕方後であり、かつ玄関灯はすぐにオフになり得るため、暗視モードをアクティブに維持
することは有益になり得る。したがって、本実施形態の一部は、ＡＬ及びＡＳＤの値に関
する移動平均値への、ＡＬ及びＡＳＤの値のこれらの突然の変化の要因になり得ない。
【０１４２】
　いくつかの実施形態では、大きい物体または構造物に対するＡ／Ｖ記録及び通信ドアベ
ル１３０の近接度は、暗視モードがアクティブまたは非アクティブになるかどうかに影響
を及ぼし得る。例えば、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０は、構造物の壁の直接向かい
側に位置する場合、ＩＲ光源１５６によって発生されるＩＲの大きな割合をカメラ１５４
に向かって戻るように反射させ得る。この反射されたＩＲは、弱い周辺光の条件下でさえ
も、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベル１３０に暗視モードを非アクティブにさせ得る。この理
由として、カメラ１５４に反射されるＩＲが平均光度値を増加させるからである。フレー
ム強度レベルに基づく従来の暗視アルゴリズムは、現時点の周辺光のレベルが低いときで
さえも、暗視モードを非アクティブにさせるであろう。したがって、本実施形態の一部は
、飽和されるカメラ１５４の視野４００内の画素数を測定することによって、この状況を
補い得る。次に、飽和画素数を閾値と比較することによって、当該プロセスは、Ａ／Ｖ記
録及び通信ドアベル１３０を暗視モードに維持するかどうかを判定することができる。例
えば、暗視モードがアクティブであり飽和画素数が閾値を上回る場合、暗視モードは、Ａ
Ｌ及びＡＳＤの値が閾値の第２の対（ＡＬ２、ＡＳＤ２）を上回って上昇するときでさえ
もアクティブのままであり得る。
【０１４３】
　上記に説明されたように、本実施形態は、有益になるように、Ａ／Ｖ記録及び通信ドア
ベルの電力消費を、信号デバイスに音を出させるために必要な閾値を下回る量まで制限す
る（ドアベルのフロントボタンを押すときを除く）。したがって、本発明のＡ／Ｖ記録及
び通信ドアベルは、信号デバイスに不意に音を出させることなく、既存の家庭用ＡＣ電力
供給装置及び既存の信号デバイスに接続されることができる。
【０１４４】
　いくつかの利点は、既存の家庭用ＡＣ電力供給装置に接続される本実施形態の機能から
生じる。例えば、本発明のＡ／Ｖ記録及び通信ドアベルのカメラは、連続的に電力供給さ
れることができる。典型的な電池式Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルでは、カメラは、電池が
かなり急速に空にならないように、期間の一部だけに電力供給される。対照的に、本実施
形態は、主（または、唯一）の電力供給装置として、電池に依存せず、したがって、連続
的に、カメラに電力供給することを継続することが可能である。カメラを連続的に電力供
給することが可能であるため、カメラは常に記録することができ、記録された映像を回転
バッファまたはスライドウィンドウに連続的に記憶することができる。いくつかの実施形
態では、約１０秒～１５秒の記録された映像を回転バッファまたはスライドウィンドウに
連続的に記憶することができる。また、カメラを連続的に電力供給することが可能である
ため、カメラを動き検出に使用することができ、したがって、パッシブ赤外線センサ（Ｐ
ＩＲ）等の別個の動き検出デバイスのいかなる必要性も排除する。ＰＩＲを排除すること
で、Ａ／Ｖ記録及び通信ドアベルの設計が簡略化され、ドアベルをよりコンパクトにする
ことが可能となる。また、カメラを連続的に電力供給することが可能であるため、カメラ
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はＩＲカットフィルタの現在の状態を制御する際に、かつＩＲ　ＬＥＤをオン及びオフす
る際に使用される光検出器として使用されることができる。光検出器としてカメラを使用
することで、別個の光検出器のいかなる必要性も排除し、それによって、さらに、Ａ／Ｖ
記録及び通信ドアベルの設計が簡略化され、ドアベルをさらによりコンパクトにすること
が可能となる。
【０１４５】
　図２５は、本開示の様々な態様による、本実施形態が実施され得るクライアントデバイ
ス８００の機能ブロック図である。図１を参照して説明されるユーザのクライアントデバ
イス１１４は、クライアントデバイス８００の構成要素及び／または機能の一部または全
てを含み得る。クライアントデバイス８００は、例えば、スマートフォンを備え得る。
【０１４６】
　図２５を参照すると、クライアントデバイス８００は、プロセッサ８０２、メモリ８０
４、ユーザインタフェース８０６、通信モジュール８０８、及びデータポート８１０を含
む。これらの構成要素は、相互接続バス８１２によって一緒に通信可能に連結される。プ
ロセッサ８０２は、例えば、ＡＲＭプロセッサ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　ＲＩＳＣ　Ｍａｃｈ
ｉｎｅｓ（ＡＲＭ）によって開発された縮小命令セットコンピュータ）アーキテクチャを
ベースにしたプロセッサ（ＲＩＳＣ）等のスマートフォン及び／または携帯用コンピュー
ティングデバイスで使用される任意のプロセッサを含み得る。いくつかの実施形態では、
プロセッサ８０２は、例えば、１つ以上の従来のマイクロプロセッサ等の１つ以上の他の
プロセッサと、及び／または、例えば、数値演算コプロセッサ等の１つ以上の補足的なコ
プロセッサとを含み得る。
【０１４７】
　メモリ８０４は、例えば、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）等のオペレーティングメ
モリ、及び、例えば、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ハードドライブ、フラッシュメモ
リ、または任意の他の適切なメモリ要素／ストレージ要素等のデータストレージの両方を
含み得る。メモリ８０４は、ＣｏｍｐａｃｔＦｌａｓｈカード、ＭｕｌｔｉＭｅｄｉａＣ
ａｒｄ（ＭＭＣ）、及び／またはセキュアデジタル（ＳＤ）カード等の取り外し可能メモ
リ要素を含み得る。いくつかの実施形態では、メモリ８０４は、磁気メモリ、光メモリ、
及び／または半導体メモリの組み合わせを含み得、例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、フラッシュ
ドライブ、及び／またはハードディスクもしくはハードドライブを備え得る。プロセッサ
８０２及びメモリ８０４はそれぞれ、例えば、単一のデバイス内部に全体的に位置し得、
例えば、ＵＳＢポート、シリアルポートケーブル、同軸ケーブル、Ｅｔｈｅｒｎｅｔタイ
プケーブル、電話回線、無線周波トランシーバ、または他の同様の無線媒体もしくは有線
媒体、または前述の組み合わせ等の通信媒体によって互いに接続され得る。例えば、プロ
セッサ８０２は、データポート８１０を介してメモリ８０４に接続され得る。
【０１４８】
　ユーザインタフェース８０６は、スマートフォン及び／またはキーパッド、表示画面、
タッチスクリーン、マイク、及びスピーカ等の携帯用コンピューティングデバイスに適し
た任意のユーザインタフェースまたは表示要素を含み得る。通信モジュール８０８は、ク
ライアントデバイス８００と他の外部デバイスまたは受信機との間の通信リンクを扱うよ
うに、及び入信データ／発信データを適切に送るように構成されている。例えば、データ
ポート８１０からのインバウンドデータは、プロセッサ８０２に向かう前に通信モジュー
ル８０８を通して送られ得、プロセッサ８０２からのアウトバウンドデータは、データポ
ート８１０に向かう前に通信モジュール８０８を通して送られ得る。通信モジュール８０
８は、データを伝達及び／または受信することが可能であり、例えば、ＧＳＭ、ＵＭＴＳ
（３ＧＳＭ）、ＩＳ－９５（ＣＤＭＡ　ｏｎｅ）、ＩＳ－２０００（ＣＤＭＡ　２０００
）、ＬＴＥ、ＦＤＭＡ、ＴＤＭＡ、Ｗ－ＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ，ＯＦＤＭＡ、Ｗｉ－Ｆｉ、
ＷｉＭＡＸ等の１つ以上のプロトコル及び／または技術、または任意の他のプロトコル及
び／または技術を使用することが可能である１つ以上のトランシーバモジュールを含み得
る。
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【０１４９】
　データポート８１０は、ミニＵＳＢポートまたはＩＰＨＯＮＥ（登録商標）／ＩＰＯＤ
（登録商標）３０ピンコネクタまたはＬＩＧＨＴＮＩＮＧ（登録商標）コネクタ等のスマ
ートフォン及び／または携帯用コンピューティングデバイスと物理的にインタフェースを
とるために使用される任意の種類のコネクタであり得る。他の実施形態では、データポー
ト８１０は、例えば、他のプロセッサ、サーバ、及び／またはクライアント端末との同時
通信のための複数の通信チャネルを含み得る。
【０１５０】
　メモリ８０４は、コンピュータ等の他のシステムと通信するための命令を記憶し得る。
メモリ８０４は、例えば、本実施形態に従ってプロセッサ８０２に指示するように適応さ
れたプログラム（例えば、コンピュータプログラムコード）を記憶し得る。命令は、オペ
レーティングシステム等のプログラム要素を含み得る。プログラム内の一連の命令の実行
により、プロセッサ８０２に、本明細書に説明されるプロセスステップを行わせるが、ハ
ードワイヤードの回路が、本実施形態のプロセスの実装のためにソフトウェア命令／ファ
ームウェア命令の代わりにまたはそれらと組み合わせて使用され得る。したがって、本実
施形態は、ハードウェア及びソフトウェアの任意の特定の組み合わせに限定されない。
【０１５１】
　図２６は、本開示の様々な態様による、本実施形態が実施され得る汎用コンピューティ
ングシステムの機能ブロック図である。コンピュータシステム９００は、上記に説明され
た動作のうちの少なくとも一部を実行し得る。コンピュータシステム９００は、パーソナ
ルコンピュータ（また、デスクトップコンピュータと称される）９００Ａ、ポータブルコ
ンピュータ（また、ラップトップコンピュータまたはノートパソコンと称される）９００
Ｂ、及び／またはサーバ９００Ｃのうちの少なくとも１つで具体化され得る。サーバは、
他のマシンまたはソフトウェア（クライアント）からの要求を待機し、要求に応えるコン
ピュータプログラム及び／またはマシンである。サーバは、通常、データを処理する。サ
ーバの目的は、クライアント間で、データ及び／またはハードウェアリソース及び／また
はソフトウェアリソースを共有することである。このアーキテクチャは、クライアントサ
ーバモデルと呼ばれる。クライアントは、同じコンピュータで実行し得る、または、ネッ
トワークを通してサーバに接続し得る。コンピューティングサーバの例として、データベ
ースサーバ、ファイルサーバ、メールサーバ、プリントサーバ、ウェブサーバ、ゲームサ
ーバ、及びアプリケーションサーバが挙げられる。用語「サーバ」は、リソースを１つ以
上のクライアントプロセスに共有する任意のコンピュータ化されたプロセスを含むと広く
解釈されてよい。
【０１５２】
　コンピュータシステム９００は、少なくとも１つのプロセッサ９１０、メモリ９２０、
少なくとも１つのストレージデバイス９３０、及び入出力（Ｉ／Ｏ）装置９４０を含み得
る。構成要素９１０、９２０、９３０、９４０のうちの一部または全ては、システムバス
９５０を介して相互接続され得る。プロセッサ９１０は、シングルスレッドコアまたはマ
ルチスレッドコアであり得、１つ以上のコアを有し得る。プロセッサ９１０は、メモリ９
２０内に、及び／またはストレージデバイス９３０内に記憶されるもの等の命令を実行し
得る。情報は、１つ以上のＩ／Ｏデバイス９４０を使用し、受信及び出力され得る。
【０１５３】
　メモリ９２０は、情報を記憶し得、揮発性メモリまたは不揮発性メモリ等のコンピュー
タ可読媒体であり得る。ストレージデバイス（複数可）９３０は、システム９００に記憶
域を提供し得、コンピュータ可読媒体であり得る。種々の態様では、ストレージデバイス
（複数可）９３０は、フラッシュメモリデバイス、ハードディスクデバイス、光ディスク
デバイス、テープデバイス、または任意の他の種類のストレージデバイスであり得る。
【０１５４】
　Ｉ／Ｏ装置９４０は、システム９００に入出力動作を提供し得る。Ｉ／Ｏ装置９４０は
、キーボード、ポインティングデバイス、及び／またはマイクを含み得る。Ｉ／Ｏ装置９
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４０は、さらに、グラフィックユーザインタフェースを表示するための表示部、スピーカ
、及び／またはプリンタを含み得る。外部データは、１つ以上のアクセス可能な外部デー
タベース９６０内に記憶され得る。
【０１５５】
　本明細書に説明される本実施形態の特徴は、デジタル電子回路で、及び／またはコンピ
ュータハードウェア、ファームウェア、ソフトウェアで、及び／またはそれらの組み合わ
せで実施され得る。本実施形態の特徴は、プログラム可能プロセッサによる実行のために
、マシン可読ストレージデバイス等の情報担体で、及び／または伝搬される信号等で有形
に具体化されるコンピュータプログラム製品で実施され得る。本方法のステップの実施形
態は、プログラム可能プロセッサが、入力データを操作し、出力を生成することによって
、説明される実施態様の機能を行う命令のプログラムを行うことによって行われ得る。
【０１５６】
　本明細書に記載される本実施形態の特徴は、データストレージシステムからデータ及び
／または命令を受信し、データストレージシステムにデータ及び／または命令を伝達する
ように連結された少なくとも１つのプログラム可能プロセッサ、少なくとも１つの入力デ
バイス、及び少なくとも１つの出力デバイスを含む、プログラム可能なシステムで実行可
能である１つ以上のコンピュータプログラムで実施され得る。コンピュータプログラムは
、特定の活動を行うために、または特定の結果をもたらすために、コンピュータで直接的
にまたは間接的に使用され得る命令のセットを含み得る。コンピュータプログラムは、コ
ンパイル型言語またはインタプリタ型言語を含む任意の形式のプログラミング言語で書か
れ得、コンピュータプログラムは、スタンドアロンプログラムのようなもの、またはモジ
ュール、構成要素、サブルーチン、もしくはコンピューティング環境での使用に適した他
のユニットのようなものを含む任意の形式で展開され得る。
【０１５７】
　命令のプログラムの実行に適したプロセッサは、例えば、汎用プロセッサ及び専用プロ
セッサの両方、及び／または単独のプロセッサもしくは任意の種類のコンピュータの複数
のプロセッサのうちの１つを含み得る。概して、プロセッサは、読み出し専用メモリ（Ｒ
ＯＭ）もしくはランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）またはそれら両方から、命令及び／ま
たはデータを受信し得る。係るコンピュータは、命令を実行するためのプロセッサと、命
令及び／またはデータを記憶するための１つ以上のメモリとを含み得る。
【０１５８】
　概して、コンピュータは、また、データファイルを記憶するための１つ以上の大量記憶
装置を含み得る、または、その１つ以上の大量記憶装置と通信するために連結して機能し
得る。係る装置は、例えば、内部ハードディスク及び／またはリムーバブルディスク等の
磁気ディスク、光磁気ディスク、及び／または光ディスクを含む。コンピュータプログラ
ム命令及び／またはデータを有形に具体化するのに適したストレージデバイスは、例えば
、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、及びフラッシュメモリデバイス等の半導体メモリデバイス
、例えば、内部ハードディスク及びリムーバブルディスク等の磁気ディスク、光磁気ディ
スク、ならびにＣＤ－ＲＯＭディスク及びＤＶＤ－ＲＯＭディスクを含む全ての形式の不
揮発性メモリを含み得る。プロセッサ及びメモリは、１つ以上のＡＳＩＣ（特定用途向け
集積回路）によって補足され得る、またはそれに組み込まれ得る。
【０１５９】
　ユーザとの対話を提供するために、本実施形態の特徴は、ユーザに情報を表示するため
の、ＬＣＤ（液晶ディスプレイ）モニタ等の表示デバイスを有するコンピュータで実施さ
れ得る。コンピュータは、さらに、キーボード、例えば、マウスもしくはトラックボール
等のポインティングデバイス、及び／またはユーザがコンピュータに入力を提供し得るタ
ッチスクリーンを含み得る。
【０１６０】
　本実施形態の特徴は、データサーバ等のバックエンド構成要素を含む、及び／またはア
プリケーションサーバもしくはインターネットサーバ等のミドルウェア構成要素を含む、
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及び／またはグラフィックユーザインタフェース（ＧＵＩ）及び／またはインターネット
ブラウザを有するクライアントコンピュータ等のフロントエンド構成要素を含む、コンピ
ュータシステムで、またはこれらの任意の組み合わせで実施され得る。本システムの構成
要素は、通信ネットワーク等のデジタルデータ通信の任意の形式または媒体によって接続
され得る。通信ネットワークの例は、例えば、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、
広域ネットワーク（ＷＡＮ）、及び／またはインターネットを形成するコンピュータ及び
ネットワークを含み得る。
【０１６１】
　コンピュータシステムは、クライアント及びサーバを含み得る。クライアント及びサー
バは、互いに遠くに離れ、本明細書に説明されるもの等のネットワークを通して作用し得
る。クライアントとサーバとの関係は、各々のコンピュータ上で起動し、互いにクライア
ントとサーバとの関係を有するコンピュータプログラムにより生じ得る。
【０１６２】
　上記の説明は、本実施形態に関する当業者がこれらの実施形態を実践することを可能に
するように、係る完全、明白、簡潔、及び正確な用語で、本実施形態を実行するために想
到される最善の態様、ならびに本実施形態を実践する様式及びプロセスの最善の態様を提
示する。しかしながら、本実施形態は、完全に同等である上記に説明されたものからの修
正及び代替構成の影響を受けやすい。結果的に、本発明は開示される特定の実施形態に限
定されない。それどころか、本発明は、本開示の主旨及び範囲内で生じる全ての修正及び
代替構成を対象とする。例えば、本明細書に説明されるプロセスのステップは、それらが
提示されるものと同じ順序で行われる必要はなく、任意の順序（複数可）で行われ得る。
さらに、別個に行われるものとして提示されているステップは、代替実施形態では、同時
に行われ得る。同様に、同時に行われるものとして提示されているステップは、代替実施
形態では、別個に行われ得る。

【図１】 【図２】
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